
サバ大学との合同学術調査地点

ビンスル調査サバ大学との交流協
定調印式

ボルネオジャングル体験スクール日仏共同企画ファーブルにまなぶ展

アベロン県は昆虫記で有名なファーブルの生誕地で，
世界最大の昆虫館 「ミクロポリス」 を有しています。

プロジェクト名　ひとはくの国際交流プロジェクト

代表者 ：橋本佳明

分担者 ：高橋晃　山内健生

協力者 ： フランス国アベロン県　ミクロポリス　兵庫県国際交流課　兵

庫県パリ事務所　他

　マレーシア国立サバ大学とは、　1997 年 6

月に交流協定を締結し 「ひとはく ・ サバ大学

共生博物学研究事業」 としてボルネオ島での

学術調査、 研究成果に基づく展示、 ボルネ

オジャングル体験スクール、 ボルネオ島の生

物多様性保全事業 （JICA ボルネオ生物多

様性 ・生態系保全プログラム） への協力など

幅広い国際交流活動を続けて来ました。

ひとはくの国際交流プロジェクト
- ひとはくとフランス アベロン県「ミクロポリス」の国際交流活動報告展開催
　当館では、国際的な視点から人と自然の共生に貢献するために、マレーシア国立サバ大学やフランス国アベロン県にある世界最大の昆虫館「ミクロポリス」
などと交流協定を締結し、調査研究をはじめ、さまざまな交流活動を展開しています。本プロジェクトでは、その一環として，2016 年 4 月にひとはくとフラン
ス国アベロン県ミクロポリスの交流活動報告展「ファーブルの故郷からのメッセージ」を開催します。

　アベロン県とは、 2000 年に淡路島で開催さ

れた国際園芸 ・造園博 「ジャパンフローラ

2000」 でアベロン県がファーブル館を出展し

たことを契機として、 同年 11 月に兵庫県が

姉妹 ・友好協定書を取り交わしました。 この

協定書の中でファーブルをテーマとする交流

を、 ひとはくとミクロポリス館が中心となって進

めて行くことが定められました。これを受けて、

2002 年にミクロポリスで開催された国際会議

「ファーブルと昆虫学の初期」 での講演、

2008 年に人博で開催された 「昆虫記刊行

100 年記念日仏共同企画ファーブルにまな

ぶ」 展でミクロポリスの紹介や合同で国際会

議を開催するなど、 さまざまな活動を両館で

展開しています。
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　２００６年に兵庫県丹波市山南町の篠山川河

床に露出する下部白亜系篠山層群 （約一億一

千万年前の地層） から恐竜の化石が同市在住

の村上 ・足立両氏によって発見されました。 こ

の発見以降、 丹波 ・篠山両市に分布する篠山

層群からは恐竜等の脊椎動物化石が多数発

見 ・発掘されており、 その量と質は国内トップ

クラスです。 これら脊椎動物化石の中には世界

的に見ても貴重ものが含まれており、 前期白亜

紀の東アジア沿岸部の古環境 ・生物相を教え

てくれる貴重な情報源です。 　

　最初に恐竜の化石が発見された丹波市山南

町の発掘現場は掘削深度が大きくなりすぎたた

め現在発掘は行われていませんが、 発掘に参

加したボランティアの方々や地元の小学生など

により篠山層群の新たな化石産出地点が他に５

か所発見されています。 本プロジェクでは、 こ

れら化石産地を地元の方々のご協力を仰ぎな

がら順次発掘調査して行きます。

　発掘された化石から丁寧に岩石を取り除く作

業 （クリーニング作業と言います） も本プロジェ

クトの重要な部分です。 こうした地道な作業が

行われてはじめて、 学術研究、 博物館におけ

る展示、 アーティストとともに作成する恐竜の復

元画 ・像の素材等に、 化石は利活用可能とな

るのです。

　

篠山層群脊椎動物発掘調査事業
代表者：三枝春生
分担者：池田忠広・佐藤裕司・半田久美子・古谷 裕・菊池直樹
協力者：丹波市、篠山市、丹波県民局の関係者、恐竜等研究・
　　　　アート関係者
財源：恐竜関係予算、科研費

篠山層群脊椎動物発掘調査

篠山層群産竜脚類恐竜タンバティタニス・アミキティアエの尾椎
篠山層群産哺乳類ササヤマミロス・カワイイ

篠山層群産トカゲ類パキゲニス・アダチイ

丹波市山南町における発掘調査 県立丹波並木道中央公園における調査
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植物標本庫の貴重なコレクション
　生物系収蔵庫のなかの植物標本は、 開館以

来、 細見末雄コレクション （日本産維管束植物

約 20,000 点） や稲田又男コレクション （シダ植

物約 4,000 点） をはじめ、 一般の植物研究家

や収集家からの寄贈標本が多数寄せられ、 開

館 20 年までに配架済の使用可能標本が 15 万

点を超えました。 主なコレクションには、 藤本

義昭コレクション （日本産イネ科植物及び台湾

産維管束植物約 11,000 点）、 小林禧樹コレク

ション （日本産維管束植物約 12,000 点）、 竹

内純一郎コレクション （シダ植物約 9,000 点）、

矢内正弘コレクション （日本産維管束植物約

9,000 点） などがあります。

頌栄短大標本とひとはく標本
　2012 年 4 月に、 それまで神戸市の頌栄短期

大学で運用されてきた植物標本約 25 万点が、

維持管理できる専門家が不在となったことによ

り、 ひとはくに寄贈されました。 これにより所蔵

標本は合計 40 万点を超えました。

　頌栄短大標本は、 ひとはく標本と一体として、

兵庫県産維管束植物全種の目録 （研究紀要 

人と自然 no.10 ～ no.20） の証拠標本になり、

また兵庫県版レッドデータブック改訂の際に使

われた基礎標本にもなっています。 このように

頌栄標本とひとはく標本は、 両者合わせて、

兵庫県の植物を調べる上でなくてはならない重

要な標本群なのです。

標本情報の公開とさらなる活用
　ひとはくは、 毎年、 サイエンスミュージアムネッ

ト （S-Net） という国内の標本情報共有ネットワー

クに標本情報を提供しており、 これまでに 23

万件以上が公開されて、 日本中のどこからでも

標本情報にアクセスできます。 また、 88,000

件以上は地球規模生物多様性情報機構

（GBIF） のネットワーク上に英語でアップされ、

世界中から閲覧できるようにもなっています。

　ひとはくの植物標本庫には、 いまも毎年数千

点レベルで新規標本が追加され、 新産地や絶

滅危惧種、 新分類群に関する情報等が新しく

蓄積されつつあります。 数年先に行われる予定

の次期レッドデータブック改訂など、 今後のさら

なる標本利用、 データ活用が期待されます。

植物標本庫の充実と、 標本活用／データ公開

代表者 ：高橋　晃

分担者：高野温子（自然・環境評価研究部）、鈴木武（自然・環境再生研究部）

協力者 ：黒崎史平 （兵庫県立大学客員教授）、 福岡誠行 （兵庫県立大学

客員教授）、 兵庫県植物誌研究会　等

植物標本庫の充実と、標本活用／データ公開

植物標本庫の標本収納状況 標本棚に収納された植物標本

兵庫県産維管束植物 （目録） と兵庫県版
レッドデータブック

調査

標本
作成
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海外博物館の先進事例の収集と検討

本館通路

EV

EV

標本管理イノベーション Showcase

魅せる収蔵庫の検討展示改修案の検討

展示の小部分改修の実施

2F 魅せる収蔵庫
トライアル

4F ひとはくサロン

1F グローバルビ
ジョン

果たせない部分が多くなってきました。 この数

十年の科学 ・技術の革新には目覚ましいもの

があり， さらに， 生涯学習に対するニーズも大

きく変革し， 能動的に博物館に収蔵された資

料や情報を活用した学びや， より本格的な研

究活動に取り組みたい市民が増えています。

この進歩や多様なニーズに答えて行くために，

当館に蓄積された標本や資料， 情報を県民へ

のアクセスビリティが高い形式で収蔵する 「魅

せる収蔵庫」 や， より深く学びたい県民が

　自然や生物多様性への市民の理解を深める

ことは， 科学だけでなく， 地域活性化や経済

活動， 文化活動にまで及ぶ現在の緊急の課

題となっています。 博物館の研究と生涯学習

機能は， まさに， この課題解決の中心的な役

割を果たすべきものです。 とくに， 「人と自然

の共生」 を博物館のミッションとしている当館に

とっては，最も重要な使命といえます。 しかし，

２０年以上更新されていない当館の展示情報や

研究設備， 施設では， この重要なミッションを

プロジェクト名　ひとはくのイノベーション ・ プロジェクト （新館 ・ 改修 FT)
 
代表者 ： 橋本佳明

分担者 ： 三橋弘宗　池田忠広

ひとはくのイノベーション・プロジェクト
- 展示空間の改修と資料収蔵・演示空間の更なるイノベーションを推進する

　本プロジェクトでは， ひとはくの研究と生涯学習の機能を強化して， あらゆるレベルやカテゴリーの来館者が世界レベルの収蔵コレクションや資料 ・ 情報など

にアクセスすることができ， さらに， 最新の研究機器を使った調査 ・ 研究も体験することできる場とするために， 展示の部分改修などに取り組むとともに， 当

館の施設や設備のイノベーション計画の検討を行っています。

CT- スキャンなどの最新研究機器を活用して能

動的に学ぶことができるオープン ・ ラボなどの

検討を進めています。
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キャラバンを基盤にしたプロジェクト
　2002 年度から本格的に始まった 「ひとはくキャ

ラバン」 は、館員が県下各地に出張し、セミナー

や展示活動などのプログラムを実施するもので、

ひとはくの主要な活動の一つになっています。

2012 年には、 移動博物館車 「ゆめはく」 が誕

生し、 効率よく学習プログラムを実施することが

可能になりました。

　一方で、 県内でのひとはくの知名度はまだそ

れほど高いとはいえず、 地域の方々とともにじっ

くり学習する機会もそう多くはありません。 そこ

で、 一定の期間、 特定の地域に集中的に出

かけていくことで、 新たに地域との関係を築い

ていこうと、 「ひょうご ・ ふるさとミュージアムプロ

ジェクト」 が 2015 年度に立ち上がりました。 ま

だ埋もれている地域の魅力を、地域内外の方々

と共有し、 新たな関わりが生まれることを期待し

ています。

淡路でのプロジェクトの試行
　兵庫県には自然豊かで魅力的な地域がたくさ

んあります。 多様な化石や海岸植物、 多くの

ため池、 ダイナミックな渦潮などで特徴づけら

れる淡路はその一つです。 これまでのキャラバ

ン先や県内での関係構築の状況を考慮し、 検

討を進めた結果、 今年度より一定期間に渡り、

淡路の自然の魅力をさらに発掘すべく、 プロ

ジェクトを試行することとなりました。

　今年度はまず、 南あわじ市の国立淡路青少

年交流の家で開催された 「淡路うずしおフェス

ティバル」 にゆめはくで出展し、 淡路にちなん

だ展示や体験プログラムを実施しました。 淡路

には多様な化石が産出するほか、 砂浜に生息

する昆虫、 アオザメやチリメンモンスターなどの

海に関連する生き物も特徴的です。 これらの実

物標本や模型を展示し、 その魅力を研究員が

解説しました （写真 1）。

　

　翌日は、 交流の家に隣接する吹上浜で、 地

層観察や漂着物を採集するセミナーを実施しま

した。 漂着物のセミナーでは、 砂浜にあるもの

を拾ったのち （写真 2）、 人工物や自然物など

のカテゴリーに分類し、 それらの正体を図鑑を

使ってみんなで調べました （写真 3）。 さらに、

ラベルをつけて標本にし、 箱に入れて 「ミュー

ジアムボックス」 が完成しました （写真 4）。 調

べて終わりではなく標本にすることで、 事後学

習での活用が期待できます。

　淡路の自然の魅力の紹介や地域の方とじっく

り学習する機会を今後も広げていきたいです。

プロジェクトの今後の展望
　来年度以降は、 研究員による淡路各所での

セミナーの実施や、 地域で関心の高まっている

テーマに特化したキャラバンなどを進めていく予

定です。 また、 ひとはくでは、 兵庫県下で活

躍する市民 ・団体が、 地域の自然 ・環境 ・文

化に関わる活動の成果を発表し、 相互に交流

するイベントを10年前から設けています。今後、

地域で新たに出会った方々とこのような機会を

地域でつくっていけたらと考えています。

ひょうご ・ ふるさとミュージアムプロジェクト

代表者 ： 上田萌子

分担者 ： 大平和弘， 菊池直樹， 鈴木 武， 高木 俊， 高橋 晃， 八木 剛

連携 ・ 協力団体 ： 国立淡路青少年交流の家， 南あわじ市

財源 ： 生涯学習推進室

ひょうご・ふるさとミュージアムプロジェクト

写真 1　研究員による展示解説 写真 2　漂着物の採集

写真 4　漂着物のミュージアムボックス写真 3　漂着物を図鑑で調べる
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　ひとはくでは、 平成１４年から１８年に県民局

がある１０地域を対象に本格的にキャラバン事

業を開始しました。 目的は、 「地域を愛する心

を育み、 地域の自然 ・ 環境 ・ 文化を未来の子

どもたちへ！」 です。

　開館２０周年である平成２４年に移動博物館車

「ゆめはく （2t トラック）」 を導入しました。 トラッ

クをおけるスペースさえあればどこででも展示や

プログラムを展開することができるようになりまし

た。 本プロジェクトではその運用を推進してい

ます。 博物館、 学校、 商業施設、 公園など

さまざまな施設から出動依頼を受けて出かけて

います。 遠方であるという理由で博物館には

行ったことがないという人たちから、 「貴重な資

料を近くで見られてよかった。」 などの声をいた

だいています。 ゆめはく稼働日数は、 平成２５

年で 69 日、 平成２６年で３４日でした。

移動博物館車 “ゆめはく” が行く

代表者 ：高橋　晃

分担者 ：上田　萌子， 鈴木　武， 塚本　健司， 中前　純一， 橋尾　和紀，　

　　　　　　半田　久美子， 藤本　真里， 古谷　裕， 八尾　滋樹， 八木　剛

移動博物館車　“ゆめはく”　が行く

ゆめはく備え付けの顕微鏡で虫の観察

明石海峡大橋を渡るゆめはく アクアマリンふくしまの移動水族館車アクアラバンとゆめはく

幼稚園を訪問したゆめはく

疾走するゆめはく

フェリー 「さんふらわあ」 とゆめはく
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小さな学校キャラバン 2014
　トラックさえ入ればどこにでも行って展示等が

できるゆめはくの一つの大きな使命は， 来館

が困難な場所に出かけることです。 そこで新た

に 「小さな学校キャラバン」 を 2014 年度から

開始しました。

実施要領
　兵庫県へき地教育研究連盟に加盟する小中

学校を対象に 2014 年 6 月に公募し， 応募の

あった７校を対象に 2014 年 10 月から 11 月に

無料で実施しました。 北は余部小学校， 南は

家島小学校まで出動することができました。

応募動機
　応募動機では，来館が困難である事情や 「廃

校になる前に来てほしい」 という声， 「地域の

自然を感じさせてほしい」 「本物の魅力を」 と

いった普段はできない体験や， 総合学習や授

業内容の補完を望む声が挙げられていました。

実施内容
　展示やプログラムについては， 担当の先生と

の打ち合わせを原則， ひとはくと現地で行い

内容をつめています。 いずれも， ゆめはく内

の展示に留まらず校内にも展示し， レクチャー

や各種プログラムもセットで実施しています。

　具体的な展示内容として， 昆虫標本を希望

する学校が多く， 子どもたちが熱心に観察す

る様子が印象的でした。 また， 各校で周辺地

域の自然を取り上げています。 家島小学校で

は， 現地調達したカマキリの観察 ・体験， 道

谷小学校では 「道谷の植物」 を取り上げ， 神

楽小学校では学校ビオトープを活用したり， 佐

治川で採集した微化石の観察を行ったりしてい

ます。 余部小学校では， 但馬地域で活躍す

るアーティストから近くの海岸で拾った石に 「ス

トーンペインティング」 体験の指導を受けてい

ます。

今後の課題
　2014 年度の実施時期は，6 月に公募をかけ，

10 月から 11 月の実施でした。 学校側から行

事等の計画は年度当初には決まっているので

応募は困難であるという声が聞かれたため，

2016 年度から， 2016 年の 2月から４月にかけ

て公募をかける予定にしています。 また， こ

れまで兵庫県へき地教育研究連盟に加盟する

小中学校を対象としていましたが， 加盟の条

件にあわない学校でも， 来館が困難な学校は

あるため， 2016 年度から対象を拡大して公募

します。

　

小さな学校キャラバン

代表者 ：藤本　真里

分担者 ：上田　萌子， 鈴木　武， 高橋　晃， 塚本　健司， 中前　純一，

　　　　　　橋尾　和紀，　半田　久美子， 古谷　裕， 八尾　滋樹， 八木　剛

小さな学校キャラバン　
 

学校の位置とビジター数 （2014 年度）

 

昆虫標本を観察する子どもたち （家島小学校）

 

ストーンペインティングの作品 （余部小学校）
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第１日曜日は「Kids サンデー」
　ひとはくでは、 研究員やフロアスタッフが講師

となって実施される 「オープンセミナー」 と呼ば

れる、 事前予約なしで参加できるプログラムが

あります。 平成 24 年度から、 月の第１日曜日

を 「Kids サンデー」 と呼び、 小さな子どもとそ

の家族向けのプログラムが楽しめる日として、

年間１０回程度開催しています。 この日は、 研

究員やフロアスタッフだけでなく、 ひとはく連携

活動グループの方などもオープンセミナーとし

て、 プログラムを実施されます。

「ラボ」と「プレイルーム」
　「Kids サンデー」 に実施されるプログラムの１

つに 「わくわくネイチャー・テクノロジー　自然っ

てすごい！」があります。 毎回異なるテーマで、

観察や実験をする 「ラボ」 と、 遊びや体験など

を取り入れた 「プレイルーム」 の２つのタイプで

実施しています。 リピーターも増えています。

プロジェクト名　キッズひとはく推進プロジェクト

代表者 ： 小舘 誓治

分担者 ： 古谷　裕， 八木　剛， 高瀬優子， 塚本健司

協力者 ： 清水文美 （ひとはく連携活動グループ　run♪run♪plaza）

財源 ： 国立研究開発法人　科学技術振興機構 （JST) 事業支援金

第 1日曜日は、「ひとはくKids サンデー」

これは何かな？ 「ラボ」 で実験や観察 「プレイルーム」 での遊びも真剣

Kids サンデーの広報用印刷物
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年間を通じた幼稚園プログラム
　　博物館の近隣の幼稚園と連携して、 園児向

けのプログラムを開発 ・ 実施しています。 園児

が興味 ・ 関心をもちそうな素材を選び、 幼稚園

側の希望も考慮しながらテーマを決めます。 ま

た、 幼稚園の先生と博物館の研究員等が一緒

に事前学習と打ち合わせを行います。

　ダンゴムシなど身近な生きものを取り上げると、

園児たちも興味津々で活動をしてくれます。

ワークブックを使って活動したり、 まとめたりしま

す。 まとめたものは、本のような作品となります。

親子プログラム
   園児とその保護者が参加するプログラムも

開発 ・ 実施しています。 「しれいしょ」 をもと

に樹林の中で、 指定されたものを探すプログ

ラムに参加した保護者からは 「日ごろ見れな

い子どもの行動が見れた」、 「親自身も勉強

になります」 などの意見をいただいています。

プロジェクト名　キッズひとはく推進プロジェクト

代表者 ： 小舘 誓治

分担者 ： 古谷　裕， 八木　剛， 高瀬優子， 塚本健司

協力者 ： 北摂第一幼稚園、 神戸市立長尾幼稚園、 阪神 ・ 都市ビオトープ

　　　　　　フォーラム、清水文美（ひとはく連携活動グループ　run♪run♪plaza）

財源 ： 国立研究開発法人　科学技術振興機構 （JST) 事業支援金

幼稚園との連携によるプログラム開発

プログラムで使用する 『ワークブック 「しぜん見

るみるだいすきノート④　だいすき♡ダンゴムシ』

( A5 版　カラ―　12 ページ )

年間を通じて実施したダンゴムシに関するプログラム。 ワークブックにまとめると作品となる

幼稚園に隣接する樹林で実施した親子プログラムの

ようす

　　採集したものを親子で観察

ワークブックを使って、 活動する園児たち

（色を塗ったり、 葉っぱを貼りつけたりする）
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「Kids キャラバン」
　博物館を出て様々なことを行う活動 （アウトリー

チ活動） を、 ひとはくでは 「キャラバン」 と呼

んでいます。 「Kids キャラバン」 は、 その子ど

も向けの活動です。 　

年配者と子どもをつなぐ

　高齢者大学の卒業生や現役生の人たち （年

配者） と一緒に地元の児童館へ行って、 子ど

も向けに自然 ・ 環境に関する体験プログラムを

実施しています。 年配者と共に児童館近くの公

園や神社、 樹林など身近な自然 ・ 環境を事前

に調べたり、 自然素材を採集したりして準備

（事前学習） をします。 高齢者大学や児童

館とも連携しながら、 どのようにしたら、 子ど

もたちに分かりやすく自然 ・ 環境 ・ 文化を伝

えられるのか、 いろんな方と一緒に実践しな

がらプログラムを試行 ・ 改良し、 年配者と地

元の子どもをつなぐしくみを検討しています。

プロジェクト名　キッズひとはく推進プロジェクト

代表者 ： 小舘 誓治

分担者 ： 古谷　裕， 八木　剛， 高瀬優子， 塚本健司

協力者 ： 宝塚市立老人福祉センター （フレミラ宝塚）、 宝塚市内の児童館、

　　　　　　清水文美 （ひとはく連携活動グループ　run♪run♪plaza）

財源 ： 国立研究開発法人　科学技術振興機構 （JST) 事業支援金

「Kids キャラバン」で年配者と子どもをつなぐ

児童館の子どもたちに自然 ・ 環境に関する体験プログラムを実施

年配者と一緒に、 子ども向けプログラムの検討

児童館のスタッフと年配者と一緒に事前学習と打ち合わせ
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ひとはくと有馬富士公園との連携
兵庫県立有馬富士公園は， 兵庫県三田市に

平成１３年開園しました。 176ha の大規模な公

園で年間約 80 万人が訪れる人気の公園です。

ひとはくは， 住民参画型運営をめざす公園を

開園の１年前から支援しています。 運営をバッ

クアップするために関係者で構成された協議会

の会長は中瀬館長であり， 研究員が協議会メ

ンバー， 部会メンバー等の立場で継続的に伴

走しています。

多様な夢プログラム
住民が公園運営に関わるきっかけづくりのしくみ

として夢プログラムがあります。 住民グループが

企画し， 実施するプログラムで， 自然観察から

コーラスまで多種多様なプログラムが実現してい

ます。 住民の多様な達人技が行政や専門家だ

けでは発想できなかったプログラムを実現させて

います。 住民の創意 ・工夫と行動力， 協議会

やパークセンターの支援があれば 「みんなで何

でもできる公園」 は実現します。

公開セミナー
夢プログラムを通じて， 来園者を楽しませようと

するメンバーの存在を多くの若者に知ってもら

い， 夢プログラムを企画 ・実施する体験をして

もらう公開セミナーを高校生や大学生を対象に

実施していました。 講師は夢プログラムメンバー

です。

まちづくりへ
開園から１０年以上経過し， 公園で地域の課題

を解決しようという挑戦をしています。 子育て支

援， 健康づくり， 観光資源…様々な可能性が

あります。 一歩ずつですが， みんなに有馬富

士公園があってよかったなあと思われることが目

標です。

みんなで何でもできる公園をつくろう in 有馬富士公園

代表者 ： 藤本　真里

分担者 ： 中瀬　勲， 服部　保

協力者 ： 有馬富士公園運営 ・ 計画協議会　他

財源 ： 兵庫県阪神北県民局委託研究

みんなで何でもできる公園をつくろう　
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　2009 年 7 月に、 ひとはくは加東市の推進す

る 「まちまるごとミュージアム事業」 に協力する

ため、 加東市と協定を結びました。 「まちまる

ごとミュージアム事業」 は、 加東市の 3 町合併

（滝野町、 社町、 東条町） の 3周年を記念し

て 3年間実施されました。 本事業の終了後も

協定は継続され、 加東市が推進する環境学習

事業に協力しています。

　

　

 　

　学習支援の主な内容は、秋期の 「加東市ノー

ベル大賞」 事業、 夏休みの 「子ども水辺調査

隊」 や各学校における環境学習への講師派遣

です。 　

　「加東市ノーベル大賞」 は同市が推進する環

境学習の最重点事業で、 市内の小 ・中学生

が夏休みに自然環境に関する自由研究に取り

組み、 その成果の中から優れた作品を選出し

て賞を授与するものです。 ひとはく研究員は審

査委員を務め、 表彰式において研究に対する

講評を担当しています。

　一方、 ひとはく研究員や兵庫県立大学大学

院生も、 加東市の小学校の協力を得ながら、

新しい環境学習プログラムの開発と実践を試み

ています。

加東市連携推進会議
代表者：佐藤裕司
分担者：半田久美子，黒田有寿茂，藤本真里
協力者：加東市教育委員会生涯学習課．加東市小学校環境教育研究部会

加東市の学校教育における環境学習支援

第７回 加東市ノーベル大賞表彰式、各賞受賞者のみなさん（2015年 10月）

協力協定調印式（2009年 7月）

子ども水辺調査隊（2011年 7月）

大学院生による環境学習プログラムの授業実践
（2015年 10月）
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薬草で地域振興にチャレンジ
　兵庫県西部の佐用町では、 近年人口減少が

進み、 農業などの担い手不足が大きな課題と

なっています。 このような中、 薬草栽培や薬草

を活用した商品開発によって地域振興や雇用

機会を創出する検討が始まっています。 平成

26 年 4 月には、 自生の薬草の栽培やブランド

化による耕作放棄地の有効活用や農業の活性

化を目指し、地元の農家によって構成される「佐

用町薬草振興会」 が設立されました。

　このように、 佐用町では薬草を活用した地域

振興の機運が高まっていますが、 薬草を産業

に結び付ける手法や、 栽培推進体制の構築な

どが依然として大きな課題となっています。

薬草講習会の開催支援
　自生の薬草についての正しい知識をもった人

材の育成に向けて、 平成 26 年度はおもに佐

　

用町薬草振興会のメンバーを対象とした現地講

習会を開催しました （写真１）。 佐用町に自生

する薬草についての講義後、 現地で薬草の見

分け方や生育環境についての理解を深めまし

た。 佐用町は生物多様性の高い地域であり、

土着の薬草の生育にとって良好な環境があるこ

とを学びました。

薬草栽培推進体制の支援
　平成 27 年度からは、 漢方薬メーカーとの契

約栽培を視野に入れた薬草産地化を目指し、

推進体制の検討を進めています。

　佐用町の農地での試験栽培に向けた情報収

集や準備事項を検討するため、 武庫川女子大

学薬用植物園の見学と勉強会と実施しました

（写真 2）。 勉強会では、 漢方薬と民間薬の違

い、 漢方薬に求められる薬効成分の基準、 近

年の他地域での産地化の動向などについて講

　

義を受けました。 薬用植物園の見学では、 そ

れぞれの薬草の栽培手法を学び、 参加者から

は、 佐用町の気候や土壌条件に合う薬草につ

いて質問があるなど、 活発な意見交換が行わ

れました。

　また、 試験栽培をすでに始めている先進地の

岐阜市を視察訪問し、 行政 ・生産者 ・技術者

のそれぞれの立場から薬草栽培の現状と課題

について情報提供を受けました （写真 3）。 こ

れらの成果をふまえ、 佐用町での産地化に向

けた推進体制を改めて検討していく予定です。

畦畔の低管理に向けた実験

　畦畔での除草の労力軽減に向けて、 マルチ

ングシートと薬草の植栽による雑草の抑制効果

を把握する実験を実施しています。 平成 26 年

度に佐用町三日月地域と幕山地域の畦畔で、

三日月地域づくり協議会、 幕山地域づくり協議

会、 （株） 里と水辺研究所、 住友林業緑化株

式会社のご協力のもと、 マルチングシートの設

置と薬草の植栽を行いました （写真 4）。 今後

モニタリングを継続し、 薬草の成長の度合いを

注意深く観察していく予定です。

地域づくり支援プロジェクト （佐用地域）

代表者 ： 上田萌子

分担者 ： 田原直樹， 藤本真里， 赤澤宏樹， 大平和弘

連携・協力団体：佐用町役場， 佐用町薬草振興会， 三日月地域づくり協議会，

幕山地域づくり協議会， （株） 里と水辺研究所， 住友林業緑化株式会社

財源 ： 文科省 「地 （知） の拠点整備事業」

佐用町での薬草による地域づくりの支援

写真 1　佐用町での薬草講習会 写真 2　武庫川女子大学薬用植物園の見学

写真 3　岐阜市内の試験栽培地の視察 写真 4　畦畔の低管理実験
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明延鉱山のまち
　兵庫県養父市大屋町明延は、 但馬の山間に

あるひっそりした集落です。 かつてはスズ、 銅

などを採掘していた明延鉱山のまちとして栄え

た歴史をもち、地域には、坑道や一円電車 （か

つて鉱石の輸送や住民の足として運賃 1円で

走っていた鉱山鉄道） などの鉱山関係の地域

資源が点在しています。 しかし、 閉山後は、

過疎化が進行し、 限界集落となっています。

１．「人づくり」の支援
　明延に点在する地域資源を保全 ・活用し、

地域の生活支援を行う地元の 「NPO法人一円

電車あけのべ」 がまちづくりの中心を担ってい

ますが、 人口減少が続く明延では、 まちづくり

の担い手育成が課題です。 住民だけでなく、

地域の外の人も明延のまちづくりにかかわり、

一緒に盛りあげていくことが大切です。

　平成 25、 26 年度は、 明延の地域資源を活

用する方策について、 住民、 地元 NPO、 行

政に加え、 専門分野の学生、 地域外の NPO

や都市部の支援者など、 様々な立場の方を交

えての勉強会と意見交換会 （ワークショップ）

を行いました。 また、 平成 27 年度は、 大屋

町で主に芸術活動を行う「NPO法人おおやアー

ト村」 のアーティストと、明延の方々がコラボレー

ションして作品を共同制作する交流イベントを実

験的に行いました （写真 1）。

　さらに、 都市部など遠方から訪れた方々に、

明延に少しでも愛着をもってもらえるよう、 最盛

期の明延の再現模型を制作し、 その模型の山

の木々を、 訪れた方々が参加しながら制作でき

るワークショップを開催しました （写真 2）。

　このような活動を通じ、 明延に関心を持ち、

明延のまちづくりにかかわってくれる仲間が、 1

人でも増えてくれることを期待しています。

２．「場づくり」の支援
　鉱山で栄えた当時には所狭しと建ち並んでい

た長屋の社宅が、 わずか 4棟のみ空き家で残

されています （旧北星長屋社宅）。 この貴重な

社宅を保全 ・活用するため、 市や地元 NPO ら

と協働で、 社宅の活用実践を行っています。

　平成 26 年度は、 地域の方から明延の古い写

真を収集し、 社宅内で展示を行う 「あけのべ

古写真展」 を開催しました。 空き家後はじめて

社宅内に明かりが灯り、 多くの観覧者で賑わい

ました （写真 3）。 さらに、 平成 27 年度の交

流イベントでは、 社宅内で火鉢を囲んで、 あた

たかな食や手仕事を体験する企画を実践しまし

た。 少しずつですが、 かつての社宅のぬくもり

が蘇っていくように感じます。 今後は、 社宅の

アトリエ的な利用など、 短期滞在型の利用がで

きないかと思案しています。

　このような活動が、 坑道や一円電車だけでは

ない、 明延の魅力づくりにつながるのではない

かと期待しています。

３．「景観づくり」の支援
　明延には、 鉱山まちならではの街並みなど、

貴重な景観があります。 これらを保全していくた

め、 平成 26 年度に、 行政、 NPO らと協働で、

明延の住民に対する景観の意識調査を実施し

ました。 その結果、 住民は、 寺院や神社など

信仰に関係する景観のほか、 子どもの頃遊び

場であった 「清流」 「桜ヶ丘のサクラやモミジ」

など、 生活に密着した身近な景観を残したいと

認識していました。 このような住民の認識を踏ま

え、 明延の景観の保全 ・活用の手立てを考え

ていければと考えています。

地域づくり支援プロジェクト （明延地域）

代表者 ：大平　和弘　　　

分担者 ：田原直樹， 藤本真里， 赤澤宏樹， 上田萌子

連携 ・協力団体 ：養父市， NPＯ法人一円電車あけのべ， 鉱石の道明延実

　　　　　　　　　　　　行委員会 ,　NPO 法人おおやアート村

財源 ：文科省 「地 （知） の拠点整備事業」

地域資源を活かした「明延」のまちづくり支援

写真 1　明延の方とおおやアート村の方が
共同制作した 「古着で編む巨大コタツかけ」

写真 2　再現模型に植える 「木々の模型」 の
制作に参加してくれた都市部の子どもたち

写真 3　旧北星社宅内にて開催した 「あけの
べ古写真展」 の様子
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１．古写真の収集
　ひとはくのコミュニティ ・ デザイン研究グルー

プでは、 過去の人と自然の共生風景を探ること

を目的として、 兵庫県内で撮影された古い写真

「古写真」 を収集しています。

　個人宅の書棚の片隅に埋もれているアルバム

に保管された、 昭和期の何気ない写真であっ

ても、 里地 ・里山、 街並みや建物、 祭りや地

域行事などが写っており、 地域のかつての自

然やまちの姿、 暮らしぶりを知る重要な資料に

なります。

２．古写真の収集方法
　個人宅で所蔵する古写真は、 大切な思い出

のアルバムであることから、 写真を一時的に貸

与いただき、 デジタルデータ化して返却し、 そ

のデジタルデータの使用許諾をいただいた上

で、 資料として登録、 活用を行っています。

３．古写真の活用方法
①地域で展示する

古写真は、 学術資料として研究者が利用する

だけでなく、 地域で収集した古写真を地域で展

示することにより、 その真価を発揮します。 何

気ない古写真の中に、 地域の方だけがわかる

「郷愁」 や 「価値の再認識」 があり、 古写真を

展示して共有することは、 地域コミュニティの形

成やまちづくりの基盤として非常に大切です。

②景観づくりへ活かす

地域のこれからの風景、 景観を考える上で、

過去の風景や建物が写る古写真は、 重要な資

料になります。 古写真を未来の景観づくりに活

かす取り組みをはじめています （図 1）。

③まちづくりに活かす

毎年、 ひとはくと協働で古写真展を開催する佐

用町三河地域では、 地域のまちづくりの計画

に、 古写真を使ってまちを知る活動を明記して

います （写真 1）。 平成 26 年度は、 ひとはく

に実習に来た大学生と地域の方で、 古写真に

写る風景の現在の様子の写真撮影と、 古写真

にまつわるエピソード （記憶のテキストデータ）

を収集する調査を実施ました （写真 2、 図 2）。

このような、 ひとはくと地域が協働して、 古写

真を未来のまちづくりに活かす取り組みを各地

で取り組んでいきたいと考えています。

古写真活用プロジェクト

代表者 ：大平和弘　分担者 ：田原直樹， 藤本真里， 赤澤宏樹， 上田萌子

連携 ・協力団体 ：古写真提供者の皆さん、 佐用町三河地域づくり協議会、　

　　　　　　　　　　　　三田駅北側周辺地区まちづくり推進連絡協議会　など

財源 ：部門研究費 「古写真とその記憶等の収集による地域景観の評価に関

する研究」、 文科省 「地 （知） の拠点整備事業」 等

古写真の活用プログラムの開発

図 1　景観づくり計画の冊子 （例、 左） と、
　　　　まちづくり計画の冊子 （右）

写真 2　実習にきた大学生と地域の方で実施
　　　　　した調査の様子

写真 1　佐用町三河地域づくり協議会での
　　　　　「みかわ古写真展」 の様子

図 2　古写真と現在の風景と記憶の収集結果の一例
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代表者
顔写真

　2012 年、 博物館開館 20 周年を記念し

て本館２階を一部改装し、 20 年の間に収

集してきた 100 万点を超える博物館資料の

一部を公開する 「ひとはく多様性フロア」

として再整備を行いました。 博物館資料

は、 公共の財産として市民に広く公開し利

用に供する必要がありますが、 一方で半

永久的に保存する義務があります。 資料

の末長い保全を考えるとき、 すべての資

料を人の目に触れる空間に長期間置くこと

は困難です。 そこで短い期間ではあります

が、 博物館が誇るコレクションを、 収蔵コ

レクション展という形で一定期間お見せしよ

うということで、 2014 年から 3 年の間、 夏

季休業期間を含めて 4 カ月程度開催する

ことにしました。

　

　1 年目の 2014 年は 「ゾルンホーフェンの

化石展－1億5千万年前の記憶」と題して、

ひとはく所蔵のゾルンホーフェン産化石を

中心に借用標本も合わせて約 20 点、 7

月 19 日～ 11 月 3 日の日程で開催しまし

た。 この企画展では一つの試みとして、

ゾルンホーフェンで化石となって産出する

生物の、 現代に生きる子孫を合わせて展

示しました。 化石と現生生物を対比させる

ことで、 1 億 5 千万年の時の流れを感じて

頂くという趣旨でした。 関連講座や 9 月

21 日に実施した関連講演会も、 いずれも

好評のうちに終了しました。

　博物館の標本と一口にいっても、 その作

り方、 形は様々です。 植物は押し葉にし

て採集地や採集場所を記したラベルと共に

台紙に張り付けますし、 昆虫の場合はラベ

ルと共に細いピンで刺し、 箱の中に収めま

す。 動物の場合は毛皮や骨格だけを標本

にします。 2 年目の 2015 年は、 「標本」

という一言では語りきれない種類と作り方に

ついて解説する展示を試みました。

　関連講座では 7月 20 日に 「解剖の日」

というワークショップ ,10 月 25 日に 「自然

史標本を魅せる多様なアプローチ」 という

公開講座を開催し、どちらも大好評でした。

　3 年目となる 2016 年は、 自然環境マネ

ジメント研究部が長年収集してきた古写真

を資料として読み解き、 兵庫のくらしの昔

と今の物語を紡ぐ予定です。 どうぞご期待

ください。

収蔵コレクション展 2014-2016 プロジェクト
代表者：生涯学習推進室 展示マネージャー
分担者：古谷裕，菊池直樹，三橋弘宗，大平和弘
協力者：自然・環境評価研究部，自然・環境マネジメント研究部他
財源：県費

収蔵コレクション展 2014-2016

カスザメの化石（ゾルンホーフェン産）

シーラカンスの仲間の化石（ゾルンホーフェン産）

魚類のプラスチネーション標本

魚類の透明標本
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　本館３F 「ナチュラリストの幻郷」 コーナーの

一角に、 研究員の日ごろの調査や研究等の

活動成果や、 新しく博物館資料として受け入

れた標本やコレクション等をいち早くご紹介する

ための展示スペースを設けています。展示ケー

ス１台とパネル 1枚で１つのトピックを紹介する

ため、 トピックス展示と呼んでいます。 会期は

2 カ月ほどで、 年に 5回程度展示を入れ替え

ています。 通常、 博物館の常設展示や企画

展示は、 テーマに沿って幾つかのトピックを紹

介することで、 ストーリー性をもたせて見応えの

ある展示になるように仕上げますが、 準備のた

めの時間やコストがかかるため、 内容を一部ま

たはそっくり入れ替えることはなかなかできませ

ん。 そのため 「いつ見に来ても展示が一緒」

という状態は避けることが難しいのですが、 ト

ピックス展示は少しでも博物館の今の動きを表

に見せたいということから始まった展示です。

　2014 年には淡路島で発見されたウミガメの化

石や、 都市で見かける二種類のカラス、 ハシ

ブトガラスとハシボソガラスのはく製展示、 研究

員が新種記載したテリハナツノタムラソウというシ

ソ科植物のタイプ標本と原記載論文、 ハマツメ

クサの分布拡大についての展示を行いました。

2015 年は新しく博物館に加わった研究員たち

によって、 これまでになかったテーマの展示が

増えました。 博物館がある三田市でも発見され

ているセアカゴケグモの標本や巣の展示、 兵

庫県に住む吸血マダニ類の標本展示です。 セ

アカゴケグモもマダニ類の展示も、 人間とのか

かわりが深いことから高い関心を呼びました。

　その他、 みんなでつくった ・育てたビオトー

プ （模型） 展、 小さな化石の拡大模型を展示

しました。 いずれも日ごろの研究員の研究

や普及啓発活動の成果と結びついていま

す。

　トピックス展示は、 今ひとはくで働いてい

る研究員の活動成果を市民に示す場として

重要な役割を果たしています。 これからの

トピックス展示にもご注目ください。

トピックス展示プロジェクト
代表者：生涯学習推進室　展示マネージャー
分担者：全研究員
財源：県費

活動成果をタイムリーにお届け：トピックス展示

淡路島で見つかったウミガメの化石 シソ科の新種テリハナツノタムラソウ

三田市産のセアカゴケグモ
ハシブトガラス（奥）とハシボソガラス（手前）

兵庫県の吸血マダニ類

17



地学系資料の整理と活用
　地学系収蔵庫では 2015 年度 （12 月末時点）

に主に次の作業を行いました。

１． 寄贈資料受入

クドウ地科学コレクション （岩石 125 点、 鉱物

373 点）、 岸本眞五コレクション （勝田層群／

オキナワアナジャコ化石５点）

２． 館員採集資料受入

篠山層群産化石 （1000 点）

３． 資料登録

篠山層群産化石 （恐竜 ・ 小型脊椎動物ほか）、

松原コレクション （貝化石）

４． 展示

１階常設展示 「ひょうごの岩石と鉱物」 新設

３階常設展示 「ひょうごの恐竜化石」 リニューア

ル

ミニ企画展 「下部白亜系篠山層群から発見さ

れた卵殻化石」、 「標本でたどる アンモナイトの

歴史展」、 「下部白亜系篠山層群から発見され

た卵化石」

トピックス展 「小さな化石の拡大模型　製作と活

用」

クドウ地科学コレクション
　クドウ地科学コレクションは朝来市和田山町在

住の工藤智巳さんが 50 年以上かけて集められ

た但馬地方の鉱山を主とする金属 ・ 非金属鉱

物の標本です。 大屋町のヒスイ輝石岩や母岩

の蛇紋岩に加えて、 それらに伴って産出する

曹長岩や角閃石岩と、 金雲母やソーダ雲母

などの鉱物が含まれています。 兵庫県の鉱産

資源の特色を知るうえでたいへん貴重な資料

です。

市民鉱物学者が発見した岩石
　白いヒスイ輝石岩は 1971 年に小西知巳さん

（故人） と工藤智巳さんがヒジロ谷に散在する

白色の転石群を見つけたことがきっかけで発

見されました。 お二人は 1975 年に始まった

林道工事の際にさらに調査を進め、 ついに母

岩についたままのヒスイ輝石岩の原石を発見さ

れました。 大屋の白いヒスイ輝石岩の発見は市

民鉱物学者の長年の労苦のたまものなのです。

新展示「ひょうごの岩石と鉱物」
　2015 年 11 月 1 日にひとはく１階で新展示「ひょ

うごの岩石と鉱物」 を公開しました。 兵庫県に

は生野鉱山や明延鉱山、 多田銀銅山など古代

から採掘された鉱山が多数あり、 それらの鉱山

や近接地域からは特色ある岩石 ・ 鉱物が産出

してきました。 新展示では、 これらの代表的な

岩石 ・ 鉱物標本を 「クドウ地科学コレクション」

の標本を中心に紹介しています。

代表者
顔写真

地学系収蔵庫の資料整理の推進
代表者：半田久美子
分担者：佐藤裕司、古谷 裕、三枝春生、加藤茂弘、池田忠広、菊池直樹
クドウ地科学コレクション担当：加藤茂弘，古谷 裕、菊池直樹

県指定天然記念物「白いヒスイ輝石岩」を受贈・展示

写真 2　ヒスイ輝石岩と曹長岩が混在する

大型標本

写真 3　新展示に用いた兵庫県の代表的な

金属 ・ 非金属鉱物　①錫石鉱 （明延鉱山）

②頑火輝石 （大屋川）　③ニッケル鉱 （夏

梅鉱山）　④斑銅鉱 （多田銀銅山）

写真１　クドウ地科学コレクションの受贈
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博物館研究紀要の編集と発行
　研究紀要 「人と自然 Humans and Nature」

は、 人と自然の博物館で発行する磁気出版

の学術誌です。 人と自然に関わる広い分野

の専門家はもちろん、教員や企業の研究者、

NGO や NPO など長く活動を続けている市民

の皆さんの原稿を集めて、 年に１回、 編集 ・

発行をしています。 全ての原稿には 「査読」

と呼ばれる博物館内外の専門家によるチェック

があり、 内容の信頼性を確保しています。 和

文と共に英文の投稿も求め、 自然 ・ 社会 ・

人文に関して、 兵庫県域のみならず広く話題

を求め、 市民のための新しい学術誌を目指し

ています。

http://www.hitohaku.jp/publication/r-

bulletin.html

をご覧下さい。

 

博物館研究紀要「人と自然 Humans and Nature」の編集・発行

代表者：研究紀要編集委員長

分担者：研究紀要編集委員

財源：県費

( 現在は三谷雅純）
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代表者
顔写真

広域分布する蘚苔類における地域集団間分化の解明
代表者：秋山弘之
協力者：Alfons Schaefer-Verwimp, Narin Printarakul, Monica Suleiman,
Benito C. Tan, Bernard Goffinet, Kien Thai Yong and Frank Mueller
財源：学術振興会科学研究費補助金　基盤研究（C）　研究代表者

隔離分布する蘚苔類を調査する

ML highest log likelyhood tree   Only BS values >50% are shown.0.01

Trihosteleum papillosum

Sematophyllum subpinnatum
Sematophyllum demissum

Pterogonidium pulchellum
Isopterygium tenerum

Fauriella tenuis
Isopterygium propaguliferum

Taxithelium homalophyllum
Taxithelium planum

Yakushimabryum longissimum HA22765 Japan, Kagoshima
Gammiella tonkinensis HA24161 Vietnam, Tam Dao
Hypnum tristoviride Nishimura13147, Japan, Kochi

Pylaisiadelpha tenuirostris
Brotherella recurvans

Gammiella pterogonioides AP1554, Thailand, DI
Isocladiella surcularis HA23476, Malaysia, Sabah

A. imbricata Akiyama et al. 185, Thailand, DI
A. imbricata Akiyama et al. 31, Thailand, DI
A. robusta HA22756, Japan, Yakushima
A. robusta HA22749, Japan, Yakushima

A. robusta HA21368, Japan, Yakushima
A. robusta HA23725, Japan, Kochi
A. robusta HA23724, Japan, Kochi

A. robusta Higuchi51070, Japan, Izu
A. robusta HA23056, Japan, Hakone

A. robusta HA22760, Japan, Yakushima
A. robusta HA22746, Japan, Yakushima

A. robusta HA23272, Taiwan, Taichung
A. planula AP1506, Thailand, DI

A. proligera ASV33069, Ecuador, Zamora-Chinchipe
A. proligera ASV26716, Dominican Republic, San José Do Ocoa

A. proligera (GenBank: Vital & Buck19448, Brasil, Minas Gearis)
A. proligera ASV26655, Dominican Republic, San José Do Ocoa
A. proligera ASV26646, Dominican Republic, San José Do Ocoa
A. proligera ASV-SVH0047, Costa Rica, San José
A. proligera ASV-SVH0450, Costa Rica, Cartago

A. proligera ASV31878, Ecuador, Loja
A. proligera ASV34603, Panama, Chiliqui

A. proligera ASV23220, Ecuador, Zamora-Chinchipe
A. proligera ASV35401, Jamaica, St. Thomas
A. proligera ASV14634, Brasil, Rio de Janeiro

A. pseudobrevinervis AP1172, Thailand, DI
A. pseudobrevinervis AP1061, Thailand, DI
A. oblongifolia AP1501, Thailand, DI
A. oblongifolia AP1483a, Thailand, DI
A. oblongifolia AP1473a, Thailand, DI

A. brevinervis HA23888, Malaysia, CH
A. brevinervis HA23877, Malaysia, CH
A. brevinervis HA21490, Japan, Yakushima
A. brevinervis HA22752, Japan, Yakushima

A. brevinervis HA23032, Japan, Kochi
A. brevinervis HA23892, Malaysia, CH

A. brevinervis HA23897, Malaysia, CH
A. brevinervis Suleiman s.n., Malaysia, Sabah
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(71/93/0.972)

(77/85/1.0)

Ap
tyc

he
lla

広域に隔離分布する蘚苔類
　コケ植物は、小さな胞子やとても
軽い無性芽で増えます｡小さくて軽
いので、風で遠くまで飛ばされるこ
とが多く、そのために遠く離れた場
所に隔離的に分布する場合がありま
す。形の比較だけではなく遺伝的な
近さを比較することで、離れた集団
同士がどれほど近いかを知ることが
できます。蘚類のオオタマコモチイ
トゴケ属 Aptychella で調べた結果が
左の図です。

意外な結果
　この研究で明らかになったおもな
成果の 1 つは、オオタマコモチイゴ
ケ属（Aptychella) の中で唯一南米・
中米だけに分布する種が、アジアに
分布する種の姉妹群でだとわかった
ことです。それまでは南米・中米の
種は独立の属として認識されていた
のです。それほど遠くない過去に、
アジアから胞子が飛んで分布を拡げ
た種が、中米や南米で分布域を拡大
しながら、固有の形態を獲得してい
ったのでしょう。コケ植物ではこの
ような事例が他にもいくつか知られ
ていて、現在調査中です。

Akiyama et al. (2015) Phylogenetic study of the 
genus Aptychella (Pylaisiadelphaceae, Musci).
Bryologist 11(3): 273-283.
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代表者
顔写真

　兵庫県にはおよそ２５００種の維管
束植物が分布していますが、その３割
は絶滅が危惧されています。絶滅危惧
植物の保全を考えるためには、まず当
該植物のことを良く知る必要がありま
す。このような問題意識から、絶滅危
惧植物についての研究を進めています。

オチフジの生活史
　オチフジ （Meehania montis-koyae Ohwi) は

　シソ科の多年生草本です。 初め和歌山県の

高野山で見つかったことから、 montis （＝山）

-koyae （＝高野） との名前がつきましたが、 そ

の後兵庫県の西播磨地域にも分布していること

がわかってきました。 ところが高野山のオチフジ

は河川改修工事の折に絶えてしまったようで、

現在見つけることはできません。 いま確実にオ

チフジをみることができるのは、 西播磨地域だ

けなのです。

　

　とところがオチフジについては、 分布が限られ

ることもあって研究が進んでいませんでした。 2

倍体であることはわかっていましたが、 どんな

昆虫が花を訪れるのか、 種子はちゃんとできて

いるのか、 一年を通じてどんな生活を送ってい

るのかは不明でした。 そこで定期的に自生地

に通い、 交配実験やコドラート調査を行って基

本的なデータを集めることとしました。

　オチフジは 4月下旬から 5月中旬にかけて開

花します。 開花一カ月後の 6月下旬までには

種子を完熟 ・散布させ、 その後ロゼット （＝地

上に出ている葉がついた部分） は徐々に姿を

消していきます。 秋になってオチフジの生育場

所を覆う林の落葉樹の葉が散り落ちて林床が明

るくなるころ、 新しいロゼットが出現し成長して

いきます。 そして 3月下旬ころから花芽をつけ

はじめて開花に至る。 というライフサイクルを繰

り返していることがわかってきました。 開花時に

観察していると、 ツヤハナバチの仲間が花を訪

れることもわかりました。 ただし頻度は高くありま

せんでした。 集団によっては花の中にハネカク

シの仲間がおり、 産卵場所や交尾の場所として

使用されていることもありました。

オチフジは希少山野草として価値が高いことか

ら盗掘の被害にあいやすく、 多くの生育地が沢

沿いの礫地にあることから河川改修工事等の影

響を受けやすい植物です。 そのため兵庫県の

レッドデータブックでは A ランク、 環境省レッド

リスト絶滅危惧ⅠB 類に指定されています。 い

つまでもオチフジが西播磨で見ることができるよ

う、 見守って行く必要があります。

タジマタムラソウとその送粉者
　タジマタムラソウ (Salvia omerocalyx Hayata シソ

科 ) は、 鳥取県東部～兵庫県但馬地域～京都

府丹後半島にかけての日本海側にのみ分布が

知られる固有種です。 兵庫県レッドリスト C, 環

境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類に指定されていま

す。 ５月から６月の間に濃青紫色の花を咲かせ

ます。

　どんな動物がタジマタムラソウの花を訪れ、 花

粉を媒介しているのかを調べてみようと、 自生

地を何箇所か訪れて観察を行いました。 その

結果、 タジマタムラソウの群生地にはクロマル

ハナバチ、 クマバチ、 ツヤハナバチの仲間、

コハナバチの仲間、 ヒラタアブやコシボソハナ

アブの仲間等、 さまざまな昆虫が訪れているこ

とがわかりました。 近縁種と比較して花期が早

いため、 送粉者の種類も異なるようです。

兵庫県産植物の分類学的研究プロジェクト
代表者：高野温子
分担者：黒崎史平，迫田昌宏（近畿植物同好会）
協力者：泉鐘一郎（豊岡市），菅村定昌（豊岡市），水谷高典（京丹後市）
財源：科研費基盤C
　　　ひょうご科学技術協会

兵庫ゆかりの絶滅危惧植物の生きざまを探る

図 1．オチフジの花

図２．タジマタムラソウに訪花するクロマルハナバチ

図３．タジマタムラソウに訪花するツヤハナバチの仲間
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山陰海岸ジオパークとは？
　山陰海岸ジオパークとは、 平成２２年に世界

ジオパークに認定された、 京都府～兵庫県但

馬地域～鳥取県東部にまたがる面積約 2500 平

方キロメートルのエリアです （図１）。 日本海形

成から現在に至る様々な地形や地質が存在し、

それらを背景とした生き物や人々の暮らしにふ

れることができます。

  人と自然の博物館は、 山陰海岸エリアの地元

の自治体等関係者がジオパークを目指して活

動していたころから、 ジオパーク準備委員会へ

の参画やキャラバンによる地域支援などの地元

の自治体等地元の自治体等活動を行ってきまし

た。 ジオパークに認定された後は、 兵庫県立

大学地域資源マネジメント研究科のの先山徹氏

による基盤研究 B 「ジオパークにおける展示 ・

学習施設の活性化を促す学習プログラムの構

築と博物館の役割」 の研究分担者として、 複

数の博物館研究員がかかわっています。 わた

しはジオパークエリアにおける植物調査と、 ジ

オパーク地域拠点の一つ 「道の駅神鍋高原」

をベースに活動されている 「神鍋の山野草を愛

でる会」 の活動支援を行ってきました。 植物調

査の成果としては、 分布域がほぼ山陰海岸ジ

オパークエリアと重複する唯一の植物タジマタム

ラソウを、 ジオパークのシンボルとしてフィー

チャーしようと、 重点的な調査を行いました。

その結果、 タジマタムラソウは雌花をつける雌

株と両性花をつける両性株の二型が存在するこ

とがわかり、 論文として発表しました。

　神鍋の山野草を愛でる会は、 月 2 回の神鍋

エリアでの植物観察会の他、 植物相調査を行っ

ており、 その同定作業をお手伝いしています。

その過程で絶滅したとされていたナツエビネが

再発見され、 これまで分布の報告がなかったミ

カエリソウやキクタニギク、 ヒキオコシなどが次々

に見つかってきています。 これらの成果を紹介

するため、 博物館や道の駅で神鍋高原の植物

を紹介するミニ企画展を実施しました。 また博

物館と愛でる会の共催で植物観察ハイキングを

2 度実施し、 京丹後や加古川、 三田からの受

講者に神鍋の植物を楽しんで頂きました。

一方但馬地域では近年シカによる草本植生の

食害が著しく、 これまで普通にみられたザゼン

ソウやサンインヒキオコシ等が数を減らしていま

す。 今まで神鍋で分布を確認した植物を形とし

て残そうと、 植物を紹介する小冊子をつくる検

討会が立ち上がり、 委員として参画しています。

これまで神鍋高原では 800 種以上が記録され

ていますが、 明らかな園芸植物を除き 500 種

程度を紹介する予定で植物の選定を行っていま

す。 今後 2 年で原稿作成と出版を目指します。

山陰海岸ジオパーク学習プログラム開発プロジェクト
代表者：高野温子
協力者：神鍋山野草を愛でる会
財源：科研費基盤研究B　分担者

山陰海岸ジオパークの学習プログラム開発

タジマタムラソウの両性花（写真
左）と雌花（同右）

林床植物がほとんどみられなくなった阿瀬渓谷
（豊岡市日高町羽尻）

代表者
顔写真
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Ant Spider 

Frequency of occurrence 
in canopy layer, Lambir

Frequency of occurrence 
in canopy layer, Lambir

(Total 602 samples)

アリとアリ擬態グモの体型類似度の判定ア

ルゴリズム

アリ種とアリ擬態グモ種間の体型類似度判

定結果

画像解析技術を活用して，アリ種とアリ擬態グモ種間で体型，体色，体サイズの類似度を0

から１の値で評価し，擬態モデル・アリ種を特定する手法を開発

同所のアリとアリグモ最優占種間では擬態関係が見出される

など，両者の多様性に密接な相関があることが明らかに

安定同位体比分析からアリに似るほ

ど，クモは植食性になることが

アリグモ

窒
素
同
位
体
比

炭素同位体比

プロジェクト名　生物多様性創出機構の解明
 
代表者 ：橋本佳明

協力者：遠藤知二 （神戸女学院大），市岡考朗 （京大），兵藤不二夫 （岡

山大），山崎健史 （首都大），池野宏志・木村敏文・大橋瑞江 （兵庫県大）

財源 ：文部省科研費， 住友財団　他

生物多様性創出機構の解明
-アリ類の多様性が高い熱帯林でアリ擬態はアリグモの高い多様性を創出しているのか

　アリ類の多様性がきわめて高い熱帯林では，

その多様性が鋳型となって， アリに擬態する生

物の高い多様性を創出しているのではないか。

このことを世界で初めて実証するために， 東南

アジアの熱帯林で、 アリ擬態するアリグモの種

多様性と同所のアリ類の種多様性との関係や、

画像解析技術を活用したアリグモ類の擬態マッ

チングの解析、 安定同位体を用いたアリグモ

類の採食生態の調査などを行っています。 そ

の結果、 同所のアリとアリグモ間で種多様性や

Hashimoto et al.(2016) Pattern of co-occurrence between 
ant-mimicking jumping spiders and sympatric ants in a 
Bornean tropical rainforest. Raffles Bulletin of Zoology (in 
pres.)

橋本佳明 (2016) 日本生態学会誌 (in pres.)

擬態関係に密接な相関関係が見いだされること

や， アリ擬態現象がアリグモと非擬態クモ類との

「すみわけ」 やアリグモ種間の 「喰い分け」 のメ

カニズムとしても機能していることが明らかになっ

てきました。
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食品工場にビオトープ
ミツカンは， 三木工場建設にあたって， 畑や，

池， 森など多様な自然環境で生態系が安定す

れば食品工場の大敵である昆虫の大量発生を

防げるということや， 自然学習の場として地域に

貢献することなどをめざしました。 ひとはくは，

ミツカンよかわビオトープの計画づくり （平成 15

年） から， 倶楽部の立ち上げ ・ 運営を支援し

ています。

ミツカンよかわビオトープ倶楽部の活動
倶楽部の活動は，計画づくりからはじまりました。

南の斜面には果樹園， 畑で芋づくり， 森を散

策できる園路など構想から実施までやりました。

通常は， 月に１度例会を行い， ビオトープの管

理作業の他， 地域の子どもを対象にした観察

会， クラフト， 花見やお月見といった季節毎の

行事等，みんなで企画しながら継続しています。

専門家の連携
このプロジェクトの特徴は， 絶妙な専門家の連

携です。 主体であるミツカン， 多様な自然を極

力保全しながら倶楽部による活動ができるフィー

ルドづくりとしてのビオトープ整備をしたゼネコン

鹿島建設， 計画やモニタリング調査を担った里

と水辺研究所， 計画づくりや倶楽部運営を支

援したひとはくです。 例会に集うことも多く， 倶

楽部メンバーとビオトープを散策しながら， 情報

交換をして整備や管理内容にフィードバックでき

たことは有効でした。

ビオトープの魅力を伝えるコンテンツづ
くり
倶楽部は， ミツカンとの良い関係を維持しなが

ら， 地元の子どもたちやビオトープを訪れる人

たちにその魅力を伝えるコンテンツづくりを積極

的にすすめたいと考えています。 ひとはくは継

続して支援しつつ， 他の工場や企業でもこのよ

うなビオトープを通じた地域との良い関係が実現

できるノウハウを構築します。

ミツカンよかわビオトープ倶楽部　支援

代表者 ：藤本　真里

分担者 ：中瀬　勲， 八木　剛， 小館　誓治， 鈴木　武

協力者 ：株式会社中埜酢店， 株式会社ミツカングループ本社，

　　　　　　株式会社里と水辺研究所， 鹿島建設株式会社， 三木市役所他

財　　源 ：株式会社ミツカングループ本社委託研究

ミツカンよかわビオトープ倶楽部　支援　
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　北摂地域には素晴らしい里山が数多く分布し

ています。 その中には 「日本一の里山」 と称

されているものもあります。 北摂地域ではこのよ

うな里山の保全 ・活用に向けた取り組みが活発

に行われています。 代表的な例の一つが北摂

里山博物館構想です。 この構想は阪神北県民

局が中心になって策定したもので、 北摂地域

全体をエコミュージム （北摂里山博物館） とし

て整備し、 地域内の自然、 特に里山を積極的

に保全 ・活用していくことを目指しています。

私達は北摂里山博物館構想の進展に向けた自

治体 （県 ・市 ・町）、 市民団体、 民間企業な

どの取り組みを積極的に支援しています。 これ

までの主な活動内容は下記のとおりです。

北摂里山大学
　北摂里山大学は北摂里山博物館運営協議会

（構想の円滑な推進のために設立された組織）

が主催する事業で、 里山活動の担い手の育成

を主な目的としています （学校教育法上の大学

ではありません）。 2012 年度から毎年実施され

ており、 2016 年度も実施の予定です。 当大学

のカリキュラムは年 10 回程度の講座から構成さ

れています。 定員は 25 名程度で、 年度ごとに

新規受講生の募集が行われています。 私達は

講座の講師を務めるなど様々な形で当大学の

運営に協力しています。

北摂 SATOYAMA国際シンポジウム
　2014 年度に北摂 SATOYAMA国際シンポジ

ウムが開催されました。 主催は兵庫県阪神北

県民局、 アジア太平洋地球変動研究ネットワー

ク、 地球環境戦略研究機関、 北摂里山博物

館運営協議会の 4者です。 プロジェクト代表者

である石田が企画内容に対する助言、 シンポ

ジウムの趣旨説明、 パネルディスカッションの

コーディネート、 エクスカーションのガイドを行

いました。

北摂 SATOYAMA国際ワークショップ
　2015 年度には北摂 SATOYAMA 国際ワーク

ショップが開催されました。 主催は上述の国際

シンポジウムと同じです。 プロジェクト代表者で

ある石田が企画内容に対する助言、ワークショッ

プのファシリテート、 ワークショップの成果報告

を行いました。

北摂里山魅力づくり応援事業
　北摂里山魅力づくり応援事業は北摂里山博物

館運営協議会が主催する事業で、 北摂地域で

の里山活動に対して 1件あたり上限 30 万円の

助成を行っています。 2015 年度には 19 団体

が助成を受けました。 私達は助成団体の活動

が円滑に進むよう、 必要に応じて助言や指導

などを行っています。

北摂里山博物館構想支援プロジェクト
代表者：石田弘明
分担者：黒田有寿茂、橋本佳延
協力者：矢倉資喜（公益財団法人ひょうご環境創造協会）
財源：阪神北県民局予算、研究部研究費など

北摂里山博物館構想の進展に向けて

北摂里山大学と北摂SATOYAMA国際ワークショップの案内チラシ
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種子標本の収集と保存
　貴重な野生植物の種子収集保存事業と同時

に、 人と自然の博物館では日本産野生植物の

種子標本の収集も積極的に行っています。 漂

着散布体を中心とした中西コレクション、 近畿

地方産野生植物からなる藤井コレクションを母

体に、 ジーンバンク事業で収集された種子の

一部を証拠標本として保存し、 7000 点、 2000

種の種子標本を収蔵しています。

　開館当初から 20 年余りにわたって収集 ・ 保

管してきた乾燥種子標本を今後も適切に保管す

ると共に、 展示やセミナー、 キャラバン事業な

どでの標本の利活用を図っていきます

　また、 収集活動の継続や寄贈標本の積極的

な受け入れ、 他施設との標本交換などを行うこ

とで標本のさらなる充実化を行います。

種子標本の利活用
　収蔵された標本は様々な形で利用されていま

す。 例えば動物の糞から得られた種子の同定

に使われ、 動物の食性についての詳しい解析

が可能になったり、 埋土種子との照合により過

去の植生の復元に活用されたりしています。 ま

たヨーロッパのハーバリウムに保存されていた

100 年以上前の標本から取り出された種子が発

芽したとの報告もあり、 絶滅種を既存の標本か

ら再生する可能性も指摘されています。

　博物館では、 収集された種子標本を様々な

形で教育普及活動に利用しています。 展示や

セミナー、 キャラバン事業などで実物標本を利

用することで、 来館者が種子や果実に興味を

持つきっかけをつくったり、 より詳しく学習する

ための様々なコンテンツを作っていくための基

礎的な標本としての利活用を進めています。

乾燥種子標本の収集・活用
代表者：藤井俊夫
分担者：石田弘明・橋本佳延・黒田有寿茂・大谷雅人
協力者：
財源：研究部研究費（再生研究部）・資料整理同定費 (再生研究部）

乾燥種子標本の収集・活用

果実の標本展示の一例

収蔵状況
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シカによる防鹿柵の破壊

皆伐後に成立した植生

　兵庫県たつの市の鶏籠山には自然性の高い

照葉樹林がまとまった面積で分布しています。

この樹林は兵庫県版レッドデータブック （植物

群落） の B ランクに指定されています。 しかし、

鶏籠山にはニホンジカ （以下、 シカ） が数多く

生息しています。 近年、 国内の多くの地域で

シカの採食による森林の衰退が大きな問題と

なっています。 私達は鶏籠山の照葉樹林に対

するシカの影響について調査し、 シカの採食

圧の増大が林床の裸地化、 種組成の単純化、

種多様性の低下を引き起こしていることを明らか

にしました。 そして、 この調査結果を、 鶏籠山

の国有林を管理している林野庁に伝えました。

その結果、 鶏籠山の照葉樹林の保全に向けた

取り組みを林野庁と連携して進めることになりま

した。 これまでの活動内容は下記のとおりです。

防鹿柵の設置
　2011 年 10 月に 15 m×15 m の防鹿柵 10 個

を照葉樹林内に設置しました。 また、 それぞ

れの柵において、 林内の光環境を改善するた

めの樹木の伐採を行いました。 1 個の柵では樹

木の皆伐を実施し、 残り 9 個の柵では林冠木

の間伐 （間伐率は 20-35%） を行いました。 さ

らに、 鶏籠山での保全活動を紹介するための

解説板を林内に設置しました。 これらの取り組

みは林野庁の事業として実施されました。

追跡調査　
　柵の設置と樹木の伐採処理が照葉樹林に与

える影響を明らかにするために、 柵内の植生を

対象とした追跡調査を実施することにしました。

2012 年度に最初の調査を実施し、 2015 年度

まで毎年継続しています。 調査の結果、 柵の

設置と林冠木の間伐は照葉樹林構成種数の増

加に寄与していることが明らかとなりました。 シ

カによる柵の破壊を防ぐことができれば、 照葉

樹林構成種数はさらに増加していくと推察され

ます。 追跡調査は 2016 年度以降も続ける予定

です。

　

たつの市鶏籠山照葉樹林保全プロジェクト
代表者：石田弘明
分担者： 黒田有寿茂
財源：林野庁予算、研究部研究費

たつの市鶏籠山の照葉樹林の保全に向けて

保全活動を紹介するための解説板

照葉樹林内に設置された防鹿柵

シカの採食で林床が裸地化した照葉樹林
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整備場所に出現したムラサキミミカキグサ

湿原内に分布する木本群落

　兵庫県三田市には皿池湿原と呼ばれる素晴ら

しい湿原群 （9 つの湿原） があります。 皿池湿

原は兵庫県版レッドデータブック （植物群落）

の A ランクおよび三田市版生態系レッドデータ

ブックの A ランクに指定されています。 湿原の

総面積が他の湿原よりもかなり大きいことや絶滅

危惧種に指定されている動植物の種数が非常

に多いことなどが高く評価されています。 皿池

湿原では絶滅危惧植物であるサギソウ、 トキソ

ウ、 ムラサキミミカキグサ、 カキラン、 ミカヅキ

グサなどや、 絶滅危惧昆虫であるハッチョウトン

ボ、 ヒメタイコウチが数多くみられます。 しかし、

皿池湿原では様々な問題 （遷移の進行に伴う

ヌマガヤ群落 ・ネザサ群落 ・木本群落の拡大、

周辺部に広がる放置里山林の照葉樹林化など）

が進行しており、 湿原面積の縮小や生物多様

性の減少、 湿原景観の悪化などが危惧される

状況にあります。 当プロジェクトでは、 このよう

な問題の解決に向けた取り組みを三田市と連携

しながら進めています。 これまでの主な活動内

容は下記のとおりです。

ヌマガヤ群落の刈り取り実験
　皿池湿原ではヌマガヤ群落の拡大が進行して

います。 湿原の生物多様性を維持するために

はヌマガヤ群落の拡大を抑制する必要がありま

す。 そこで、 この群落の刈り取り実験を実施し、

その後の変化を追跡調査しました。 その結果、

ヌマガヤ群落は夏季の刈り取りで急速に衰退す

ることがわかりました。 また、 地下水位の高い

立地ではヌマガヤ群落の衰退後に湿原生植物

の種多様性が急速に回復することなども明らか

となりました。

木本群落の除去
　皿池湿原の内部および周辺部では木本類が

増加傾向にあり、 湿原の樹林化が進行してい

ます。 そこで、 樹林化を抑制するための整備

を 2014 年度に実施しました。 湿原は 9つあり

ますが、 予算の都合により、 この年度の整備

は面積が最も大きい湿原だけを対象としました。

具体的には、 この湿原の内部に分布する木本

群落を皆伐すると共に、 堆積した土壌の掘り取

りを行いました。 整備により湿原内の木本群落

は完全に消滅し、 その代わりにまとまった面積

の裸地が湿原内に出現しました。 湿潤な裸地

は湿原生植物の新たな生育場所として機能する

ことが予想されます。 この予想を確かめるため

に、 2015 年度に整備場所の追跡調査を実施し

たところ、 整備後に確認された湿原生植物の種

数は 25 種と整備前の 11 種よりも大幅に増えて

いました。 種数は今後もさらに増加していくと考

えられます。 2016 年度以降も追跡調査を続け

ていく方針です。

　

三田市皿池湿原保全プロジェクト
代表者：石田弘明
協力者：矢倉資喜（公益財団法人ひょうご環境創造協会）
財源：三田市予算、研究部研究費

三田市皿池湿原の保全に向けて

木本群落の除去後の状況

サギソウが群生する湿原
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海岸域の環境・植物
　日本列島は 6800 余もの島からなり、 海岸線

の総延長は約 32800 km におよびます。 その

長大な海岸線に沿って、 砂浜、 砂丘、 礫浜、

海崖 （かいがい）、 塩湿地といった様々な環境

が広がっています。 これら海岸域に特有の環

境には、 砂の移動や吹きつけ、 潮風、 海水

の飛沫といった影響下でも生きることのできる

「海岸植物」 が生育しています。 海岸植物の

中でも砂浜 ・ 砂丘や礫浜を主な生育地とするも

のは 「海浜植物」 とよばれます。

　日本に自生する海岸植物は約 280 種ほどあり

ます （維管束植物種に限る）。 これは国内に分

布する維管束植物種の約 4% に相当します。

海岸域は大きなスケールでみれば線状であり、

国土全体に占める面積も大きくありませんが、

特異で多様な種が集中的に分布する、 生物多

様性保全上、 重要な環境といえます。

海岸植物の危機
　海岸植物の生育地として重要な海岸域です

が、 自然性をよく保った海岸域は、 特に 1960

年代の高度経済成長期以降、 急激に減少して

きています。 その要因は人工護岸化、 埋め立

てといった人為改変です。 環境庁 （現環境省）

によると、 全国の海岸 （汀線） の区分比率は

自然海岸が 55.2%、 半自然海岸が 13.6%、 人

工海岸が 30.3% となっており （ほか河口部が

0.8%）、 何らかの人為改変を加えられた海岸が

約半数に達しています。 また自然性をとどめた

海岸であっても実際にはその多くが海水浴など

レクリエーションの場として利用されており、 多

かれ少なかれ私たち人の影響を受けています。

最近では四輪駆動車の走行により植生が破壊さ

れるなど深刻な事態も見受けられます。 このよう

な状況を受け、 国内では多くの海岸植物が存

続の危機にさらされています。 その保全は海岸

域の生物多様性 ・ 生態系機能を維持していく

上で急務の課題となっています。

プロジェクトの目的・進捗状況
　プロジェクトの最終的な目的は、 「海岸植物の

保全をどのように進めていけばよいか？」 という

問いに対し、 様々な視点から応えることです。

　一口に海岸といっても、 その大きさや形状、

周辺の開発状況、 人為影響の程度は様々で、

それに応じ海岸植物の植物相や多様性は異な

ると予想されます。 そのような自然 ・ 人為条件

と海岸植物との関係性を探ることは、 海岸植物

の豊かさを左右する要因は何か、 どのエリアに

海岸植物が集中的に分布 ・ 定着しているか、

管理 ・ 活用と保全の両立に向けどのような配慮

が必要かなど、 具体的な保全策を検討する上

で有用な情報をもたらすことが期待されます。

また海岸植物の生態的特性は種により様々で

す。 海岸植物の中でも、 減少の著しいものや

分布のごく限られたものは絶滅危惧種に指定さ

れています。 そのような種を保全していくために

は生態的特性を詳細に調べ、 その存続にどの

ような環境が必要なのか明らかにしていく必要が

あります。 調べるべき項目は無数にありますが、

現在は種子の発芽特性や実生の成長特性を中

心に調査研究を進めています。

　本プロジェクトでは海岸植物の中でも地域絶

滅の傾向が顕著な海浜植物を主な研究対象と

しています。 野外調査は山陰海岸 （山陰海岸

国立公園） とその周辺の海岸域で行っていま

す。 山陰海岸は、 京都府京丹後市網野町か

ら兵庫県を経て鳥取県鳥取市に至る約 75 km

の海岸線をもつエリアです。 調査 ・ 解析で得ら

れたデータ ・ 成果は、 学会や論文での発表の

ほか、 セミナーや展示などにも活用していきま

す。 一連の活動を通じ、 地域資源の発掘 ・ 保

護にも貢献できればと考えています。

山陰海岸における海浜植物・海浜植生の保全推進
代表者：黒田有寿茂
協力者：澤田佳宏（兵庫県立大学　緑環境景観マネジメント研究科）
財源：兵庫県立大学特別研究助成金（平成 23年度）、科研費（科学
　　　研究費助成事業）若手研究（B）（平成 24年度～）

山陰海岸における海浜植物・海浜植生の保全推進

琴引浜（京丹後市網野町）の海浜植生
　鳴き砂で有名な琴引浜には比較的自然性の高い海浜
植生が残存し、多くの海浜植物が生育する。

イソスミレ　Viola grayi Franch. et Sav. 
　北海道から鳥取県にかけての日本海側に分布する海
浜植物であるが、各地で減少が進んでいる。
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ジーンバンク事業を支える植物栽培施
設「ジーンファーム」
　当館では、 生物多様性の保全をめざし、 野

生植物を対象とした 「ジーンバンク事業」 を実

施しています。

　この事業は野生植物、 特に絶滅危惧植物の

系統保存、 増殖、 緊急避難と自生地の保全 ・

復元 ・再生、 新たな生育環境の創出などを行

うものです。 主な事業内容は以下の表のような

ものがあります。

　これらの事業の実施を支える中核施設が

「ジーンファーム」 です。 ジーンファームは、

植物を栽培 ・育成 ・増殖するための施設で、

遮光ハウスやガラス室をはじめ様々な設備を備

えています。

生物多様性を育む環境づくり
　ジーンバンク事業は、 大きくは①緊急回避、

②危険回避、③増殖、④復元 ・再生、⑤環境

創出の５つの取り組みに分けることが出来ます。

近年では、 特に④の復元 ・再生や⑤の環境創

出の取り組みに力を入れています。

　復元 ・再生の取り組みでは、　絶滅の危機に

瀕している種をジーンファームにて増殖し、 か

つて分布していた場所や個体数が極めて少数と

なっている生育地へ植え戻し、 野外での個体

群が持続できる規模となるようにします。 また、

地域性種苗の移植や播種などを行い、 その地

域に成立していた植生を復元 ・再生します。 こ

れまでの実績としては加古川のフジバカマ （写

真１） や武庫川渓谷のツメレンゲ （写真２）、

慶野松原のウンラン （写真３） などがあります。

　環境創出の取り組みでは、 新たに環境を創

出しようとする場所の周辺地域の植生を手本とし

て、 良好な種組成と遺伝的な多様性を確保し

た生物多様性に配慮した緑地の形成を行って

います。 具体的にはお手本となる植生の種組

成を調査し基礎資料を得たり、 緑地形成する

場所に適した同一地域由来の種苗を確保したり

（種子採集から苗の栽培） します。 また創出さ

れた緑地を絶滅危惧植物の保全の場として活

用できるよう、 モニタリング調査やメンテナンス

方法の研究をします。 現在、 兵庫県の尼崎２１

世紀の森づくり事業に用いる地域性種苗の栽培

（写真４） や、 大阪ガス ( 株 ) 姫路製造所にお

ける生物多様性に配慮した緑地形成支援 （写

真５） などを進めています。

生物多様性保全に資するジーンバンク事業の展開
代表者：橋本佳延
分担者：石田弘明、黒田有寿茂、藤井俊夫、大谷雅人
協力者：服部　保（兵庫県立大学名誉教授）、南山典子（ひとはく特任
　　　　研究員）
外部資金導入：受託研究費

生物多様性を育む環境づくりを推進するジーンバンク
事業

1　絶滅危惧植物等の種子保存
2　絶滅危惧植物等の個体群系統保存
3　絶滅危惧植物等の緊急避難
4　絶滅危惧植物等の危険回避 
5　絶滅危惧植物の自生地での個体群保全・復元

6　  絶滅危惧植物の増殖・復元 
7　  野生植物の増殖・新たな生育環境の創出 
8　  絶滅危惧植物等の発芽・栽培実験
9　  生物多様性に配慮した緑地の形成の支援
10　環境教育

表　ジーンバンク事業の主な内容

主に博物館周辺の気候下で生
育できる植物を栽培する施設
で、直射日光の元では生育し
にくい林床生の植物や地域性
種苗の養生・育成、系統保存
に用いています。

遮光ハウス
冬の寒さに弱い植物の栽培
を行う施設です。種苗育成
のための種子の箱まきや埋
土種子の発芽実験などにも
利用します。

ガラス室

写真１

ジーンファーム
で栽培されるフ
ジバカマ

写真 5

姫路製造所内で創
出される播磨地域
の草原植生とカワ
ラナデシコ

写真 4

尼崎 21 世紀の森に
供給される、武庫
川流域・猪名川流
域産の植物

写真 3

慶野松原（砂浜）
で開花中のウンラ
ン

写真 2

生育環境である岩
壁に移植されるツ
メレンゲ
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植生調査資料とは？
　植生とは、 森や草原のように地面を被う、 様々

な植物が共存したまとまりのことをいいます。 植

生調査資料はこの植生の状態を記録したもの

で、 立体構造 （階層） と広がり （植被率） （写

真 ・図１）、 各階層を構成する植物の種類と種

ごとの繁茂状況 （被度） などを記録されていま

す （図２）。 日本ではブラン - ブランケの植物

社会学的方法による植生調査が一般的で、 ほ

ぼ統一された形式で記録されています。 戦後、

植生学研究や環境影響評価調査などにより国

内各地で植生調査がなされ、 多数の植生調査

資料が存在しています。

　植物や、 昆虫 ・魚類 ・両生類 ・ は虫類など

の動物が過去に分布していたことを示す証拠は

「標本」 です。 しかし、 森や草原などの植生は

そのまま 「標本」 にすることが出来ません。 過

去にどのような植生が存在していたかを示す証

拠は、植生の 「状態」 を可能な限り記録した 「植

生調査資料」 が有力なものなのです。

植生調査資料を収集・保管・公開する
上での課題
　このように、 植生調査資料は過去の植生の詳

細を伝える貴重な情報ですが、 それらを網羅

的に収集し、 系統立てて収蔵する機関はありま

せん。 調査者にとって思い入れのある植生調

査資料は、 生前に他者に寄贈されることが少な

く、 その多くは研究者の退官や死去により散逸

しやすいという課題を抱えています。 戦後盛ん

に収集された膨大な記録の多くが失われる危険

にさらされているのです。

過去の植生の姿を後世に伝えるには？
　これらの貴重な植生調査資料の散逸を防ぐた

めには、 それらを古文書のように物理的に保管

するとともに、 デジタル化してデータベースとし

て公開し、 多くの人に学術的 ・社会的に活用

されるよう管理するのが望ましいでしょう。 しか

し、 植生調査資料データベースの公表方法も

十分確立されていません。

　そこで、 ひとはくでは植生調査資料データ

ベースの構築 ・公開を試み、 その有効活用と

継続的集積を行う上でのメリット ・ デメリットを明

らかにするとともに、 植生調査資料の社会的共

有の促進に貢献する運用方法を確立するため

の研究に着手しました。 現在は、 武田義明神

戸大学名誉教授が調査し保管してきた約 9000

点の植生調査資料 （写真３） の整理とデジタル

化を進めています。 またインターネット上で公

開するデータベースのシステム開発を行ってい

ます。 平成 28 年度には試行的に公開する予

定です。

植生資料データベースの構築・公開
代表者：橋本佳延
分担者：石田弘明、黒田有寿茂
協力者：武田義明（神戸大学名誉教授）、小林節子、一町裕子、馬渡朝子
財　源：JSPS科研費（15K16281)

過去の植生の姿を後世に伝える
～植生調査資料データベースの構築と公開を目指して

写真・図１

（写真）クヌギ二次林の植生断面の様子（図）植生断面の
模式図。階層の境界を赤の破線で示した。

図２

植生調査資料
の記入例。こ
の植生調査資
料では、出現
種の被度を一
般的な被度階
級値ではなく、
被度百分率で
記録している。

写真３

武田義明神戸大学
名誉教授が調査・
保管してきた植生
調査資料の一部。
研究テーマごとに
紙ファイルで保管
されている。
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深田公園のコナラ二次林は兵庫県南部
の里山の縮図
　人と自然の博物館に隣接する深田公園内にあ

る夏緑二次林 （コナラ二次林） は、 1950 年代

までは日々に用いる薪や柴を得る場である里山

として利用されるアカマツ二次林でした。しかし、

1950 年代ごろから私たちは石油やガス、 電気

を使う生活を営むようになり、 里山から木を切り

出さなくなりました。 その結果、 兵庫県下の里

山と同様に、 当館の周りの里山も管理されなく

なりました。 そして、 林内で森林遷移が進んで

照葉樹やササ類などの常緑植物が繁茂 （写真

１）、 松枯れも起こってアカマツ林からコナラ林

へ変化しました。 そのため、 林内は年中薄暗

くなって、 かつての里山に比べて植物の多様

性に乏しい森となってしまいました。

新しい里山管理方法の効果を観察でき
る見本林に
　そこで、 当館では平成 21 年から、 深田公園

のコナラ二次林の一角を 「ひとはく生物多様性

の森」 と名付け、 里山の植物の多様性を回復

させることを目的とした管理を行い、 林内を観

察できるように遊歩道も整備しました。 また、 わ

ざと管理を行わない区画をもうけ、 管理の有無

で林内の様子や植物の多様性にどれほどの差

が生まれるのかについても学べる環境を整えま

した。 現在は、 月 1回の頻度で半日かけてプ

ロジェクトメンバーで維持管理を行っています。

また博物館実習生やトライやるウイークの中学

生、 県庁インターンシップの高校生にも管理を

手伝っていただいています （写真 2）。

　管理方法は、 かつての里山管理のように 10

年周期で樹木を皆伐し、 林高を 10m 程度で維

持する 「低林管理」 ではなく、 林内を暗くする

原因となっている植物 （主に照葉樹やササ） を

選択的に伐採し夏緑高木は高いまま残す 「多

様性夏緑高林型管理」 （写真３） を採用してい

ます。 なぜなら 20m 近くなった里山を低林管理

すると、 大木の伐採に専門技術者の依頼する

必要があり、 また大量の伐採木が発生するため

労力と費用が多くかかるのに対し、 多様性夏緑

高林型管理では比較的少なくてすむからです。

管理の効果
　管理の効果は年１回のモニタリングで検証して

います。 植物の多様性は草本層で高まってい

るほか、 低木層では夏緑低木の樹勢が回復し、

開花状況も大きく改善しました （写真４）。 今後

も順調に多様性が回復すると予想しています。

様々な講習会で活用
　このように生物多様性が回復してきた 「ひとは

く生物多様性の森」。 管理前は、 館内での里

山セミナーは座学中心のものばかりでしたが、

管理を始めてからは、 お話を聞いて頂いた直

後に管理された里山を歩いて体験していただく

プログラムを提供できるようになり、 知識と経験

をセットでお届けできるようになりました。 特に、

里山管理の効果を学びたい個人や団体の皆さ

まには好評です。 また小学 3年生の環境体験

学習授業の際に遊歩道を歩き、 里山の様々な

生物とふれあえる機会も提供しています （写真

５）。 管理によって観察できる生きものも増え、

学習環境としての魅力も高まっています。

　面積の狭い里山ということもあり、 一度に大勢

が足を踏み入れると林の中が荒れてしまいま

す。 やむなく一回に案内する人数を制限してい

るのが現状です。 また管理責任上、 研究員の

立ち会いで安全に注意が払われている状況下

でご案内しています。 運営方法を工夫し多くの

方をご案内できるよう検討を進めていきます。

ひとはく生物多様性の森を活用した市民活動・環境学習支援
代表者：橋本佳延
分担者：石田弘明、黒田有寿茂、藤井俊夫、大谷雅人、小舘誓治、
　　　　鈴木　武

生きた教材・ひとはく生物多様性の森

写真１

照葉樹が繁茂し
て暗くなった林
内

写真２

ひとはくの森で
里山管理を体験
するトライやる
ウイークの中学
生の皆さん

写真３

多様性夏緑高林
型管理によって
明るい環境が維
持された林内の
様子

写真４

開花状況が改善し
たコバノミツバツ
ツジ（左）とシュ
ンラン（右）

写真５

研究員のガイド
によって、小学
生の環境学習の
場としても活用
されています
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ブイブイの森（南公園）とは？
　ブイブイの森 （写真１） とは三田市狭間が丘

1丁目に位置する面積 15.1ha を有する風致公

園 「南公園」 の愛称で、 フラワータウンに隣接

しています。 ブイブイの森は、 三田市のニュー

タウン開発 （フラワータウン） の以前から残る三

田の自然・環境・生物相を残す貴重な植生で、

三田市の緑の基本計画では三田市の貴重な自

然 28 地点のうちの一つとして位置づけられてい

るほか、 「未来に伝えたい三田の自然～生態

系レッドデータブック～」 でも重要な中生態系

の B ランクとして位置づけられています。

まちなか里山保全プロジェクトのはじ
まり
　平成 20 年に管理主体が三田市に移管された

ことを契機に、 南公園の里山林づくりの基本方

針と施策の方向性の検討が始まり、 当館はそ

の構想段階からプロジェクトに参画しています。

　平成 22 年度から 23 年度にかけては南公園

の植生の現状を把握し、 基本方針と施策立案

のための基礎データの収集する調査を当館が

主体となって行いました。 その結果、 南公園

の面積の約５割をコナラ二次林が占める夏緑二

次林型の里山林であり、 少なくとも 273 種の植

物が分布していることが明らかになりました。

　このように豊かな生物多様性を育んでいる南

公園ですが、 調査ではコナラ二次林の林内は

照葉樹の繁茂が進み暗い環境が広がっている

こと、 南公園にあるモウソウチクやマダケの竹林

が面積を拡大する傾向にあり、 コナラ二次林内

に進入していることなども確認され、 このまま管

理が放棄されると南公園の豊かな生物多様性が

損なわれる可能性が高いことも明らかになりまし

た。

　そこで、 生物多様性の保全を基礎におきつ

つ、 ニュータウンに隣接している特性を活かし

て、 地域の景観を楽しみ、 身近な自然を学べ

る環境学習の場としての機能を有する 「まちな

か里山」 として整備する基本方針を平成 24 年

度末に三田市が定め、

以後、 協働で環境整備

や里山管理を実施する事

となりました。

プロジェクトの成果とこれから
　南公園は風致公園であったため、 散策道や

里山管理道などが整備されておらず、 市民が

立ち入れない場所となっていました。 そこで平

成 25 年度には三田市によって簡易な道の整備

が行われました （写真２）。 また南公園の魅力

を広く伝えるセミナーを平成 23 年度からひとは

くと三田市が共催、 平成 25 年度からは里山の

保全に協力してくださる人々に里山の基礎知識

や管理技術、 安全管理の知識を提供する連続

セミナー仲間を増やすことを目的とした里山講

座を実施しています （写真３）。 具体的にどの

場所をどう管理するかについても受講生と話し

合い、 おおまかな管理計画が策定されていま

す （写真４）。 平成 26 年度末には三田市が事

務局となって里山活動を行う市民グループが発

足、 月１～２回の頻度で竹の伐採や照葉樹の

間伐、樹名板の作成・設置などを行っています。

平成 27 年 12 月現在、 3 期生が里山講座を修

了し、 順調に活動の輪が広がっています。

　今後は、 修了生とともに地域の方々にブイブ

イの森の魅力を発信するとともに、 近隣の小学

校などのブイブイの森での環境体験学習 （写

真 5） を支援できないか検討して行く予定です。

三田市南公園　まちなか里山保全プロジェクトの支援
代表者：橋本佳延
分担者：黒田有寿茂、石田弘明、赤澤宏樹、上田萌子、大谷雅人
協力団体：三田市公園みどり課
財　源：受託研究費

「まちなか里山ブイブイの森」いつまでも親しむた
めに

写真１

ブイブイの森（南

公園）の概観（秋）

の様子。敷地内に

は 3つのため池

写真２

ブイブイの森（南公園）の公開

を前に整備された散策道。間伐

材をチップ化して敷設している

写真３

平成 25 年から開講している里

山講座の様子。左から植物観察

会、植生調査実習、伐採管理実

習（右ふたつ）の様子。多くの

方が熱心に参加されている。

写真４

ワークショップ形式で

南公園の管理計画を里

山講座修了生と検討し、

大まかな管理計画を策

定している。

写真５

三田小学校 3年生とと

もにブイブイの森を散

策、植物を観察し、標

本採集する環境学習を

実施
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東お多福山草原とは？
　みなさん、 東お多福山をご存じですか？東お

多福山は、 神戸市と芦屋市の市境に六甲山地

の頂の一つで、 山頂付近には草原が広がって

います。 この草原は 1948 年頃には 82.9ha の

面積で広がっており、 様々な草原生植物の生

育が確認されていました。 しかし、 管理が停止

したことにより森林化が進み、 またゴルフ場建

設や植林などの開発行為も重なって現在では

9.2ha まで縮小しています。 また草原の大半を

占めていたススキや数多くの草原生植物は、

生育力旺盛なネザサに押されて、 2007 年頃に

はまばらに見られるのみとなっていました。

草原保全活動がはじまった！
　このような状況を改善し、 かつての草原生植

物豊かなススキ草原に再生しようと、 平成 19 年

秋に、 ブナを植える会のかけ声によって集まっ

た 5 団体が東お多福山草原の管理を再開する

ことになりました。 このとき、 ひとはくにも協力

要請があり、 私はススキ草原の相観と草原生植

物の多様性の回復に適した管理方法を提案す

るとともに、 その効果を科学的に検証して改善

を図るためのモニタリング調査の役割を担うこと

となりました。 また参加団体の意見を調整する

コーディネーター役も担うことになりました。 現

在では、 これらに加え、 東お多福山のかつて

の姿を明らかにするなどその魅力を発掘する研

究や、 それらを多くの方に知ってもらうための普

及啓発活動の提案を行っています。

ここまで進んだ保全・活用の取り組み
　平成 19 年秋から始まった刈り取り管理。 管理

面積は順調に拡大しており、 管理開始時には

500 ㎡だったのが平成 23 年には 8000 ㎡に拡

大し、 平成 26 年からは 9000 ㎡を管理するよう

になりました （写真 1）。 活動回数も年 3回だっ

たのが平成 27 年には年 5回に。 1 回の活動

の参加人数も開始当初は 20 名程度だったのが

現在では 60 名となり （写真 2）、 研究会への

参加団体も 5団体だったのが 10 団体にまで増

え、 活動の輪が広がっています。

　普及啓発活動では、 平成 25 年度から草原の

魅力発信の担い手となる生物多様性ガイドの養

成講座 （5 回セット） を兵庫県神戸県民センター

と共催しています。 私は、 講師として、 東お

多福山草原の魅力を伝えるコンテンツ （パンフ

レット （写真３） ・ テキスト） の提供やガイド手法

を伝授する役割を担っています。 3 期実施し、

修了生による草原案内活動も少しずつはじまっ

ています （写真 4）。

　また平成 25 年度は東お多福山草原のかつて

の姿を納めた古写真を収集し、 草原植生や利

用形態の経年変化の様子を明らかにする研究

を行い、 草原の変遷年表の作成や撮影地点の

解明、 同一地点で撮影された異年代の古写真

の比較分析を行いました。 その成果は平成 26

年度末に古写真パンフレットとして発行した （写

真３） ほか、 平成 27 年度には古写真展を阪神

間の各地で開催し （写真５）、 ススキの穂が一

面に広がっていた頃の様子を多くの方に伝えて

保全の賛同者の輪を広げる取り組みを行いまし

た。

　平成２７年秋には、 増えつつあるススキの穂を

刈り取り、 一部を芦屋市内の文化財の屋根の

修復に利用する試みをはじめています。

東お多福山草原保全・再生プロジェクトの推進
代表者：橋本佳延
協力団体：東お多福山草原保全・再生研究会，兵庫県神戸県民センター，
　　　　　環境省神戸自然保護管事務所，神戸市森林整備事務所
財　源：平成 23年～ 25年度科学研究費補助金若手研究Ｂ（課題番号：
　　　　　23701026）

港町に、生きものゆたかなススキ大草原を！

写真１

東お多福山の草
原中核部で年１
回の頻度で地上
部全面刈りを実
施

写真３

刈り取り管理活
動に参加する市
民団体のみなさ
ん

写真４

東お多福山草原生物多様
性ガイド養成講座の修了
生によるガイド活動の様
子

写真３

東お多福山草原の魅力を
伝えるコンテンツ。（左）
は草原保全で実現したい
目標像を、（右）はかつて
の姿を納めた古写真を年
代年表形式で取りまとめ
たもの

写真５

東お多福山草原の魅
力を古写真展を通し
て伝え、草原の保全
の賛同者の輪を広げ
る取り組み。
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生物多様性協働フォーラムとは？
　生物多様性協働フォーラムとは、 企業や行政

が積極的に生物多様性の課題に関われる社会

環境を整えることを目指し、 民 ・官 ・産 ・ 学な

ど様々な立場の人々と連携して、 生物多様性

に関する最新動向や優良事例、 課題解決策を

関西から発信しようとする緩やかな共同体です。

　2010 年に名古屋市での第 10 回生物多様性

条約締約国会議を契機として、 国内では生物

多様性に関する関心が高まりました。 しかし、

その関心も継続 ・発展させる努力を怠ればしり

すぼみになってしまいます。 また、 生物多様

性問題に関する情報の伝達は、 世界→国→地

方という一方通行の経路に偏りがちで、 地方か

ら国や世界へ情報する力が弱い状態でした。

　当館はこのような危機感、 問題意識から、 翌

年の 2011 年に、 三菱 UFJ リサーチ＆コンサル

ティング ( 株 ) と特定非営利法人西日本自然史

系博物館ネットワークに呼びかけ、 本フォーラ

ムを結成しました。

これまでの成果
　平成 23 ～ 27 年度にかけて実施したシンポジ

ウムの概要を表１に示します。 シンポジウム （写

真１） では、 企業、 行政、 学術、 市民など様々

な立場の方が登壇するよう心がけ、 生物多様

性の問題が特定の立場の人々だけで解決する

べきものではなく、 社会全体で解決すべきもの

であることを伝えようとしています。 第3回では、

当館の岩槻邦男館長 （当時）、 関西広域連合

連合長の井戸敏三兵庫県知事、 関西広域連

合広域環境保全担当の嘉田由紀子滋賀県知事

（当時） の鼎談をコーディネートし、地方行政トッ

プの生物多様性に対する考えを引き出しました

（写真 2）。 また出展ブースを設け、 登壇者以

外の団体がそれぞれの活動について情報発信

できるよう工夫をしています （写真 3）。

　研究分野では、 平成 24 年度には 「市町に

おける生物多様性地域戦略策定の支援のあり

方に関する研究」 を進め、 兵庫県下で戦略策

定済みの 4自治体の環境担当者へのヒアリング

や、 近畿圏の地方自治体環境担当者を集めた

ワークショップを開催し、 生物多様性行政に関

わる担当者が施策を推進する上で直面する組

織内外での課題について洗い出しました。 ま

た、 現在、 生物多様性に配慮した製品の流通

促進に関する研究をすすめています。 具体的

には、 一般市民がこれら製品を日常的に入手

できるようになることを

目標としたとき、 その

実現には近所のスー

パーなどの小売業 ・

流通業界がそれらをよ

り多く扱う事が必要との

観点から、 関西地場

のスーパーの商品開

発部門へのヒアリング

や全国の小売業への

意識調査アンケートを

予定しています。

今後の予定
　平成 28 年度には第 10 回のシンポジウムを開

催するとともに、 これまでのシンポジウムでの議

論を取りまとめた書籍の発行を検討しています。

またクリアすべき課題は多いものの、 生物多様

性協働フォーラムを緩やかな共同体から法人格

を得た団体へと発展させることも検討していま

す。 今後の取り組みご期待ください。

生物多様性協働フォーラムの枠組みを活用した生物多様性の普及・啓発、
研究開発
代表者：橋本佳延
分担者：三橋弘宗、大平和弘
協力団体：三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング (株 )、特定非営利
　　　　　活動法人西日本自然史系博物館ネットワーク
外部資金導入：兵庫県シンクタンク等協議会自主研究グループ調査・研
　　　　　　　究助成金（平成 24年度、平成 27年度）、一般財団法人
　　　　　　　地域政策研究会調査研究助成（平成 24年度）

関西における生物多様性の主流化に挑む
　　　　　　　　　　　　　～生物多様性協働フォーラムの挑戦

開催

回
テーマ 開催年月日 会場 聴講者数

1
企業・地方自治体をとりまく生物多様性の最新動向と事業インフラ

を活用した生物多様性CSRの展開

平成23年

8月25日（木）

兵庫県立人と自然の博物館

　　（兵庫県三田市）
185

2 企業の持続性を高める生物多様性の理解
平成23年

10月17日（月）

大阪銀行協会

　　（大阪府大阪市）
147

3 社会の『つながり』を活かした取り組みの展開
平成24年

2月12日（日）

兵庫県公館

　　（兵庫県神戸市）
450

4
『農・林・海』の場における生物多様性を維持・利活用し続けるた

めのしくみ

平成24年

8月26日（日）

徳島県教育会館

　　（徳島県徳島市）
300

5 グリーンビジネスでつなげる『都市生活』と『生物多様性』
平成24年

11月11日（日）

大阪市立自然史博物館

　　（大阪府大阪市）
125

6 共生のビジョンを広域的な視点から考える
平成25年

1月12日（土）

ピアザ淡海

　　（滋賀県大津市）
300

7
いのちにぎやか、文化ゆたか。～いのちと文化の共鳴をよみがえら

せる～

平成25年

12月21日（土）

京都劇場

　　（京都府京都市）
501

8
ウナギの未来をつなげよう～うまいもんが結ぶ人の縁、水のつなが

り、生きもののくらし～

平成26年

12月23日（火・祝）

グランフロント大阪　北館4F

ナレッジシアター

　　（大阪府大阪市）

420

9 テクノロジーが切り拓く生物多様性の未来
平成27年

12月23日（祝）

大阪科学技術センター

　８F大ホール

　　（大阪府大阪市）

136

写真 1

シンポジウムの様子
（第 1回は当館ホロン
ピアホールで開催）

写真２

第 3回における鼎談の
様子。左から岩槻館長、
井戸知事、嘉田知事（役
職は当時）

写真３

多数の人で賑わう出展
ブース（第 7回での様
子。）

表１　これまで開催したシンポジウムの概要
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里山林と都市公園
里山
　里山とは昔から薪や柴をとったり， 炭を焼いた

り， 落葉をかいて肥料にしたり， 山菜をとったり

と言うように様々な形で繰り返し人間が利用して

きた自然であり、 四手井綱英が昭和３０年代に

作った造語とされ、 農用林を里山林と呼んでい

ました．

里山林
　里山林とは人里近くに成立する林で． スギ ・

ヒノキ植林， 竹林， 雑木林などをひっくるめて

さしています． 雑木林 ( 関東の武蔵野台地に

広がる夏緑二次林が有名 ) も里山林と同じよう

な意味で使われます．

　里山林とそれに隣接する中間山地の水田や

溜池， 用水路， 茅場なども含めた景観を里山

と呼んでいます．

都市公園
　都市公園は都市公園法によって定められてい

るが、 公園の面積と利用者の居住地からの距

離で主に住区基幹公園、 都市基幹公園、 大

規模公園などに分けられています。 また利用目

的によって総合公園、 運動公園などに類別さ

れます。 このような面積や利用形態の違いに

よって、 生育する植物も大きく変わります。

都市公園と里山林の植物相の比較
　それぞれの公園や緑地で出現した植物を花壇

に植えられた園芸植物などを除き、 草本から木

本まで、 出現した植物をすべて記録していきま

す。 1 か所で季節を変えて 3回ほど調査し、

都市公園と里山林の植物相の比較を行いまし

た。

　現在大阪周辺の都市公園 35 地点、 大阪 ・

兵庫の里山林 10 地点の調査が終わり、 集計

を行っています。 全出現種数は 1617 種、 共

通種は 628 種、 都市公園のみに見られた種は

242 種、 里山林のみに出現した種は 847 種と

なりました。

　都市公園と里山林に共通する種はカタバミ、

ヨモギ、 スズメノカタビラ、 メヒシバなど、 史前

帰化植物と呼ばれる一年生の路傍雑草が多く

見られました。

　都市公園のみに出現した植物は一年生の外

来草本ばかりで、 アメリカオニアザミ、 セイヨウ

カラシナ、 カラスムギなどでした。 里山林では

都市公園では見られない在来の多年生植物が

多く出現し、 ヤマイタチシダ、 イノデモドキ、

オオハナワラビなどのシダ植物が見られることが

都市公園と大きく違っていました。

都市公園に残された貴重種
　今回の調査で、 都市公園に

少なからずの貴重種が生育する

ことが明らかになりました。 路傍

雑草のイヌノフグリ、 水田雑草

のムツオレグサ、 水草のアサ

ザ、 ドクゼリ、 海岸性のハマヒ

エガエリなどが大阪市内の大規

模都市公園で見つかりました。

　大規模公園では、 様々な環

境 ( 水路、 池、 草地） が残さ

れており、 また草刈りなどの管

理作業も十分に生き届かないと

ころが残されており、 そのようなわずかな生育

環境で貴重種が細々と生き残ってきたことが明

らかとなりました。

　今後はどのような環境を残せば貴重種を効果

的に保全できるのか、 都市公園と里山林の植

物を利用した自然観察ガイドの作成などについ

ての研究を進めていきたいと考えています。

都市公園と里山林の植物相の保全と活用
代表者：藤井俊夫
分担者：大阪市立自然史博物館
協力者：ささやまの森公園、江古花園、青垣町森自然環境保全友の会、
　　　　靭公園自然研究会

都市公園と里山林の植物相の保全と活用

イヌノフグリ
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丹波地域の自然環境　

　丹波地方は兵庫県 ( 旧多紀郡、 氷上郡 ：現

篠山市、 丹波市 ) と京都府 ( 亀岡市、 綾部市、

福知山市、 北桑田郡、 天田郡、 船井郡の 3

市３郡)に渡る広大な地域です。 地名は谷端（タ

ニハ） または田庭 （タニハ） から由来し、 丹波

となったといわれています。

　この地域に特有の植物は現生種一種と絶滅種

一種ずつしか知られていません。 オオマルバノ

コンロンソウ （アブラナ科） と既に絶滅したタン

バヤブレガサ （キク科） です。

　篠山市北部を東西に連なる多紀連山は丹波

層群の堆積岩からなり、 山頂の尖峰は風化に

強いチャートなどからなり、 ベンケイソウなどの

岩場を好む植物が生育しています。

　西紀町から氷上町にかけての盆地には氷期 ・

間氷期にかけての気候変動に伴い丹波帯の岩

石が風化してできた礫が山麓部に堆積し、 クリ

畑などに利用されています。 この礫質の土壌に

適応して生育するセツブンソウ、 アズマイチゲ

などの春植物がクリ畑の林床に見られ、 ナニワ

ズといった希少な低木も林縁に見られます。

シカの増加
　近年、 日本各地で鹿の個体数の増加が訪報

告され、 それとともにシカの食害が問題になっ

てきました。 シカの増加した原因は地球温暖化

の影響で冬の死亡率が減った、 狩猟するハン

ターの高齢化によりシカが撃たれなくなった、

里山林がスギ・ヒノキの人工林に変わったため、

シカの食べる餌が減ってきたなどの原因が考え

られていますが、 よくわかっていません。

　シカの食害の影響は丹波でも顕著で、 従来

は食べなかったネザサや常緑樹の葉まで食べら

れるようになってきました。

丹波の貴重種の探索
　丹波地域での貴重種の探索は様々な個人、

団体からの情報提供などをもとに進めていま

す。

クリンソウ群生地の発見と保護
　クリンソウの大群生地の発見では、 2007 年に

地元の植物愛好家から連絡を受けたことから始

まりました。 それまでも丹波周辺にクリンソウが

自生していることは知られていまし

たが、 数万株の群生地が見つかっ

たため、 現地調査を行いました。

現地調査で、 川沿いの 4000m^ に

開花個体だけでおよそ６万株が自

生していることが明らかになりまし

た。 おそらく西日本では最大規模

の自生地であろうと考えています。

地元の有志１００人ほどで守る会を

立ち上げ、 ２年後に一般公開を始

めました。

ベニバナヤマシャクヤクの発
見
　最近、 各地で発見の報告が相次

いでいる植物です。 ベニバナヤマ

シャクヤクはシカの不嗜好植物であ

るため、 シカの増加によって、 増

えている可能性があります。 丹波

でも数か所で見つかってきました。

丹波地域の貴重種の探索と保全活動
代表者：藤井俊夫
分担者：大阪市立自然史博物館
協力者：多紀連山のクリンソウを守る会、ささやまの森公園、江古花園、
　　　　ささやま自然の会、丹波自然友の会、青垣町森自然環境保全
　　　　友の会

丹波地域の貴重植物の探索と保全活動

クリンソウ

ベニバナヤマシャクヤク
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　西日本 19 府県では、 2014,2015 年の春に、

市民参加調査として、 「タンポポ調査 ・ 西日本

2015」 が実施されました。 その中で、 兵庫県

では、 1,344 名から 3,356 点のタンポポの頭花

が集まりました。 兵庫県では、 県立人と自然の

博物館に事務局を置き、 兵庫県生物学会、 兵

庫県高等学校教育会生物部会の協力で参加者

を募り調査を行った。 一般向けの説明会は、

伊丹市昆虫館、 姫路市立手柄山植物園、 姫

路自然観察の森で開催しました。

2004/05、 2009/10 と同じく、 個人のほか、 学

校、 市民団体から多数のタンポポが送られてき

ました。

　今回特筆すべきは企業 （NTT 西日本、 三菱

電機） の参加です。 当初は資金協力をお願い

していたのですが、 CSR 事業として、 社員がタ

ンポポ調査に参加いただきました。 特に NTT

西日本社員の方々は西日本全域 1000 件以上

のサンプルとさまざまな感想をいただいました。

　

タンポポ調査 ・ 西日本 2015〜コミュニケーションツールとしての市民調査１

代表者 ： 鈴木 武

協力者：タンポポ調査・西日本実行委員会。兵庫県生物学会、県立兵庫高校、

県立有馬高校、 県立香寺高校、 兵庫県立大附属中学校、 神戸学院大附属

高校、 宝塚市立末広小学校、 六甲山自然案内人の会、 NTT 西日本ほか

財源：研究費、 助成金 （国際花と緑の万博協会、 西日本自然史ネットほか）

兵庫県の在来黄花のタンポポ
～タンポポ調査・西日本 2015 から～

⇒

香住〜竹野にかけて
カンサイタンポポがある

★

　在来二倍体
●：カンサイタンポポ
●：セイタカタンポポ
●：シナノタンポポ
　在来倍数体
■：ヤマザトタンポポ
▲：クシバタンポポ
★：オオクシバタンポポ

・ : 調査地点

阪神間の都市部にはカン
サイタンポポは少ない

但馬の南側を境にほぼ、
 南はカンサイタンポポ、  
 北はヤマザトタンポポ
が分布する

送られてきた花と調査票

ヤマザトタンポポ クシバタンポポ オオクシバタンポポ

豊岡市出石が基準産地。大
型でレモン色の頭花が咲く。

「下ぶくれ」の頭花。葉は「く
し葉」になる。

クシバに似るが頭花は大き
く、葉はクシバでない。

カンサイタンポポ セイタカタンポポ シナノタンポポ
頭花は小さい。西日本に普通
だが、日本海側は少ない。

北陸〜滋賀県に多い。県内は
移入の可能性が高い。

大きな総苞外片が特徴。中部
以北に多く、県内は移入？
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　国立研究開発法人 森林総合研究所が中心と

なって全国規模で実施されている日本産木本

植物識別データベース化事業に参加し、 国内

各地における木本植物の調査と、 材鑑標本お

よび木材組織顕微鏡観察用試料 （プレパラー

ト）、 そして樹種同定用証拠さく葉標本の収集

保管に努めています。

材鑑標本とは？　その使い方は？
　材鑑標本というのは、 樹木の幹を一定のサイ

ズに切って大きさを揃えた木材の標本で、 その

樹皮や材面の肉眼的特徴や、 木材組織の顕

微鏡的特徴を調べるのに用います。 材鑑標本

は、 従来から林業試験場や大学の演習林など

で、 おもに有用材となる特定の樹種についての

み製作され、 樹種や活用目的は限定されたも

のでした。 また樹種同定のための証拠標本が

一緒に作られることはありませんでした。

　そこで幅広い樹種の識別に有効なデータを提

供し、 また植物分類学など他分野でのデータ

の利活用を可能にすることを目的として、 1990

年代から国内の国有林等において調査と標本

収集が開始されました。

木材標本の収集と製作
　木材標本製作には樹木の伐採が必要となるた

め、 簡単にはいきません。 まず、 国有林など

において伐採許可を取得します。 直径 20 ㎝以

下で花や実をつけた樹木を中心に伐採し、 必

要な木材と証拠さく葉標本を得ます。 直径が

20 ㎝より太い幹の場合は、 鋸とノミを使って幹

から木材ブロックを切り取り、 さく葉標本は高枝

切を使って採取します。 初期の頃、 伐採には

手鋸を使っていましたが、 最近ではチェーン

ソーも導入し、スピーディになりました。 切り取っ

た木材から、 1 ㎝角程度のプレパラート用木材

片を切り出し、 残りを材鑑標本用とします。 材

鑑標本やプレパラートづくりは森林総合研究所

が行い、 重複標本を国内外の博物館や大学等

の木材標本庫へ送っています。

共同研究
　この事業には東北大学や京都大学等が共同

研究機関として参加し、 院生や若い研究者の

野外活動実習も兼ねて行われています。 ひと

はくからも初期の頃から参加して標本収集に協

力してきました。 2015 年の時点で、 ひとはくに

保管された重複標本の数は、 材鑑及び証拠さ

く葉標本がそれぞれ約 7800 点、 プレパラート

が約 4500 点になっています。

日本産木材標本の収集保管

代表者 ： 高橋　晃

共同研究相手先 ： 国立研究開発法人 森林総合研究所　木材特性研究領域 ・

識別データベース化担当チーム， 東北大学植物園， 京都大学生存圏研究

所バイオマス形態情報分野　他

全国各地で木を伐り、木材標本にする

材鑑標本 木材のプレパラート標本

高枝切でさく葉標本を採取

チェーンソーで木材標本を採取

木材のラベル打ちと証拠標本の撮影

プレパラート用木材片の切り出し
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コミュニケーション障がい者にもわかりやすい
展示解説技術の開発
 　身近な人の中にも、知的障がいや自閉症、失

語症や認知症といった理由で他者とコミュニケ

ーションを取ることが困難な人がいます。そのよ

うな人をネガティブに捉えるのではなく、「さまざ

まな才能を持つ人」と認める工夫があれば、社

会は今よりも生きやすくなるでしょう。それにして

もコミュニケーション障がい者が生きやすい社会

とはどのようなものでしょうか。博物館のような生

涯学習施設でなら、それを試してみることができ

そうです。この計画は、そのような社会実験を博

物館の展示解説に当てはめ、誰にでもわかりや

すい展示解説技術を捜そうという試みです。

　DAISYというのは音声といっしょに写真や絵な

どの視覚情報と文字が表れる表示スタイルで

す。もともとは視覚障がい者にわかりやすい文書

スタイルとして開発されたものですが、その後、

マルチメディアDAISYとして視覚情報を統合する

スタイルが開発され、さまざまな障がい者に役立

つことがわかりました。

　国際図書館連盟（IFLA）では障がい者を対象

にした文章表現法を積極的に提案しています

が、対象者の中に、障がい者と共に幼児や児

童・生徒、高齢者、そして文字を学んだことのな

い非識字者や移住して間もない母語が異なる人

に対する工夫も提案しています。生涯学習施設

というのは、さまざまな人を対象に学習する機会

を提供し、情報のアクセシビリティ権を保障する

使命があります。誰にでもわかりやすい展示解

説技術の開発は、障がい者ばかりでなく多くの

人に充実した学習機会をもたらします。そのよう

な学習機会が、やがては社会全体に実現される

ことを願って、わかりやすい展示解説技術の開

発を行っているのです。

 

「「読みやすい図書」の対象となる人びと．

円がだいたいの対象グループを表し，四角

形は読みやすい図書のニーズを示してい

る．円に重なりがあるのは，障害が重複して

いることを示す．この図では障がいのある

人と「移住してまもない者」や「非識字者」

がいっしょに描かれている．ADHDは注意

欠陥多動障がいのことで，日本では発達障

がいとして扱われている．トロンバッケ

（編）（1997）を改変の上，引用．三谷 (2013)

［http://www.hitohaku.jp/　

publication/r-bulletin/No24_04.pdf］を参

照のこと。

DAISYを応用したコミュニケーション障がい者にもわかりやすい展示
解説技術の開発

代表者：三谷雅純
財源：科研費・その他の民間研究費
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高次脳機能障がい者にわかりやすい
                                       放送音声の視聴実験
　緊急災害放送のような避難情報では、

これまでにも難聴者に聞こえやすいチャイ

ム音が選ばれたことがあります。 有名な例

では NHK や気象庁が使う緊急地震速報

です。 これは縦波とやや遅れて届く横波

の間に地震が到達することを知らせる緊急

速報です。 地震速報では、 「聞こえない」

ということがあってはならないという前提

で、 難聴の方の協力で聞こえやすいチャ

イム音を選びました。 北海道大学で福祉

工学を研究しておられる伊福部 達さんの

成果です。

　難聴者と違って高次脳機能障がい者に

は、 耳の聞こえに問題ないのに、 脳に

届いたときの言語音がノイズのように聞こ

え、 人の声だと認識できない人がいます。

そのため生涯学習施設の展示解説をはじ

め緊急地震速報やその他の災害情報も、

たとえ聞こえたとしても内容が理解できな

いままなのです。 高次脳機能障がい者の

一部には情報にアクセスする権利がある

のだが、 技術的に対処されていないと言

えそうです。 このことは 「どのような人にも

開かれた生涯学習施設」 であるはずの博

物館が、 美術館、 図書館、 公民館など

とともに、 ぜひ解決していかなければなら

ない問題です。

  わたしは高次脳機能障がい者の当事者

にお願いして、 言語音の認知に関する実

験をさせていただいています。 マルチメ

ディア DAISY は多くの障がい者にも理解

しやすい形式だということが解っていまし

たので、 言語音の聴覚実験というより、

視覚情報を加えた視聴実験で解りやすい

形式を探りました。 ただし実験の結果、

高次脳機能障がい者にはマルチメディア

DAISY 形式の有効性がないらしいとわか

って来ました。 では、 どのような形式の

視聴媒体であれば有効なのでしょうか？

今はそれを探っている最中です。

童話『あなたのことが　だーいすき』

の一節を女性アナウンサーに朗読し

ていただいた結果を目に見える形に

したもの。解りやすい放送音声を探

る実験では、このような音声をさま

ざまに条件を変えて聞いていただい

ています。

高次脳機能障がい者にわかりやすい放送音声の視聴実験

代表者：三谷雅純

財源：科研費・その他の民間研究費
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アフリカ中央部の霊長類が採食する植物 

　

アフリカ中央部（カメルーン、コンゴ共和国など）の  

既存収集品の整理・同定  

代表者：三谷雅純  

財源：博物館研究費  

　人と自然の博物館元館長の河合雅雄さんはヒト

の家族や社会の原型を捜そうとして、 アフリカ大

陸でヒヒの仲間を精力的に調査されました。 その

調査の最後に、 アフリカ中央部のカメルーンで

は熱帯雨林に棲むドリルとマンドリル、 そしてグ

エノンやマンガベイといった樹上性霊長類の調査

を指揮されました。 その調査に参加した三谷雅

純は、 ジャン ・ バルセロさんと共にカメルーンの

カンポ動物保護区で樹上性霊長類の採食行動

の研究を担当しました。 その過程でグエノンやマ

ンガベイの採食植物を中心に多くの収集品を集

めることができました。

　またコンゴ共和国では、 アントワーヌ・ラファン ・

オコさんやジャン＝マリー ・ ムサンボテさん、 ジ

ャン ・ ロベール ・ オノノンガさん、 小川秀司さん

たちと協力して、 世界自然遺産となったヌアバレ・

ンドキ国立公園やニシゴリラの再野生化を目指し

たレフィニ自然保護区の自然環境調査を行いま

した。 この時もコンゴ共和国で、 ニシゴリラやそ

の他の同じ森に棲む霊長類の採食植物を中心に

多くの収集品を集めることができました。

　これらの貴重な資料は順番に整理して、 人と

自然の博物館に収蔵したいと考えています。 同

時に研究紀要 「人と自然 Humans and Nature」

に資料論文として成果を公表する予定です。
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中学生の楽園をめざして
　わが国では、 子どもの遊びとしての虫とりが、

もはや文化として定着しています。 これはすば

らしいことですが、 「虫とり＝子ども」 と見なされ

がちで、 中学生ともなれば虫とりを 「卒業」 す

るのが通念です。 しかし、 虫好きの道をあきら

めきれない子が、 少ないながら存在します。 こ

のような中学生らが安心して自己研鑽し、 育ち

合う場の創設をめざし、 2001 年度、 「ユース昆

虫研究室」 を開講しました。

　ユース昆虫研究室の対象は中学生のみとし、

定員は 15 名。 年間を通して毎月開催し、 春

から秋までは野外での観察調査を、 冬期は標

本の整理や展示の制作を行います。 夜通しの

調査や、夏休みに行う３泊４日の「強化合宿」も、

恒例となっています。 ほとんど何の制約もない

濃厚な時間を仲間と共有し、 学び合うことで、

幼かった少年少女たちも、 フィールドワークの

達人として、 逞しく成長していきます。

高校生以上は、スタッフとして
　ユース昆虫研究室を経た高校生は、 本人の

希望により、 ひとはく連携活動グループ 「テネ

ラル」 に属し、 スタッフとしての活動に入ります。

意欲的に活動する高校生や大学生の姿は、 子

どもたちのロールモデルであり、 保護者には安

心感をもたらします。彼ら彼女ら自身にとっても、

子どもたちやその保護者とのコミュニケーション

機会や、 サービス提供者としての自覚は、 貴

重な経験となるはずです。

　「テネラル」 のメンバーが増えることで、 小学

生や幼児を対象としたプログラムも拡充でき、

学びの機会は厚みを増してきました。 虫を愛し、

人と自然を愛する若い世代がすくすくと育ってく

れるよう、 引き続き努力を続けたいと思います。

昆虫を介したコミュニケーションの創出プロジェクト
代表者：八木　剛
協力者：ひとはく連携活動グループ テネラル
財源：受益者負担

昆虫少年は、博物館で育ち合う

ユース昆虫研究室の一場面

小学生（低学年） 小学生（高学年） 中学生 高校生 大学生

ひとはく連携活動グループ　テネラル

ユース昆虫研究室

昆虫サマースクール

むしむしたいけん・昆虫大捜査線

幼児乳児

スタッフとして運営の一翼を担う

社会性
主体性
興味関心

昆虫をテーマとした、幼・小・中・高・大 連続的な学びの場
制度教育ではない、自由な学びの機会が、博物館には、あります。

ひとはく連携活動グループ テネラル 会合のようす
全国に散らばる進路多様なメンバーが集まれば、虫の話だけでなく、進学・就職・その他人生に関
するもろもろの情報が飛び交います。
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昆虫を介したコミュニケーションの創出プロジェクト
代表者：八木　剛
協力者：ひとはく連携活動グループ テネラル・同 run♪ run♪ plaza・
　　　　NPO法人こどもとむしの会
財源：受益者負担（参加費 1人 100円）

むしむしたいけんで、最初の一歩を

小さなチャレンジを乗り越えて、自信まんまん

いろんな虫を自由にさわれる「むしむしたいけん」

来場者のコメントの一例
虫の調達や、子どもたちのエスコートの
多くの部分は、ひとはく連携活動グルー
プ「テネラル」の高校生や大学生が担っ
ています。また、同 「run♪ run♪ plaza」
の大人の方々が、会場のようすを見守っ
ています。「むしむしたいけん」は、たく
さんのスタッフの協力によって、運営さ
れています。この場を借りて厚くお礼申
し上げます。

簡単なこと、ではありません
　これ何だろう？ さわってみたい！　でも、 ちょっ

とこわいかも ・ ・ ・ 　小さな子どもたちは、 生き

て動いている小動物に強い関心を持ちます。 虫

とりや魚とりに行けばいい。 経験豊富な人は、 そ

う思うでしょう。 しかし、 普通の人にとっては、 そ

れは簡単なことではありません。 どこに行けばい

いのか、 さわって危険はないのか、 わからない

ことだらけです。 セミやトンボはどこにでもいます

が、 すばしっこくて、 つかまえるにはそれなりの

技術と、 時間を要します。

むしむしたいけんで、デビューしよう
　「むしむしたいけん」 は、 はじめて虫に触れる

子どもたちや、 あまり虫に触れる機会のなかった

子どもたちが、 たくさんの虫を存分にさわることの

できる場として、 2012 年から、 ひとはくで開催し

ています。 2015 年の夏は連続８日間の開催で、

1,800 人近くの来場者がありました。

　登場する虫の多くは、 博物館のまわりの深田公

園や県内で確保した、 ごく普通の虫たちです。

カブトムシやクワガタムシはテーブルの上に、 セミ

やトンボなどのよく飛ぶ虫は、 蚊帳の中に。 子ど

もたちは、 虫に詳しいお兄さんお姉さんのエス

コートのもと、 いろんな虫を自由にさわることがで

きます。 さわるのが苦手な子どもたちには、 標本

を見てぬり絵をするコーナーも用意しています。

大人も笑顔に
　子どもたちのキラキラした笑顔、 自信にあふれ

た表情に、見ている大人の表情も、ほころびます。

会場でいただいた保護者のコメントの一部をご紹

介しましょう。

直接虫たちに触れることができて、 想像以上

に子供たちは興奮し喜んでいました／最初は

全然虫に触れなかった息子でしたが、 最後に

は自分から採れるようになっていてビックリでし

た／はじめて手でもって自信まんまんの顔して

ました／あきる事なくずーっとその遊ぶ姿を見

ていて、 こちらまで楽しくなりました／虫大好き

な息子の目がキラキラ輝いていて、 親も嬉しく

なりました

　ひとはくでは 「キッズひとはく推進プロジェクト」

をはじめ、 小さな子どもたちの学びを応援してい

ます。 好奇心の扉を開いて、 最初の一歩を踏

み出した子どもたち。 これから、 博物館を大い

に利用してほしいものです。
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昆虫を介したコミュニケーションの創出プロジェクト
代表者：八木　剛
協力者：ひとはく連携活動グループ テネラル・兵庫県阪神南県民セン
ター・兵庫県園芸公園協会・（株）ヘッズ・兵庫県丹波県民局・丹波並木
道中央公園・岩手県立児童館いわて子どもの森・神戸アートビレッジセ
ンター・国際花と緑の博覧会記念協会
財源：外部資金（開催地予算）

虫とりが育む、生き物リテラシー、地域愛

　「むしむしたいけん」 の来場者からは、 例年、

実際に野外で虫とりをしたいという要望が多く寄せ

られます。 私一人ではとても無理だと思っていたと

ころ、 同僚の赤澤研究員を通して、 よいチャンス

が訪れました。

　尼崎の森中央緑地は、 工場跡地に森を再生す

るという兵庫県の大きなプロジェクトです。 森の成

長をモニタリングするための調査と子どもたちの学

習を兼ねたプログラムとして、 2014 年、 「昆虫大

捜査線」 を開催することになりました。 ふたを開け

れば、 300 人の募集に対し 2,000 人を超える応募

がありました。 尼崎から出発した 「昆虫大捜査線」

は、 2015 年、 地域に合わせてカスタマイズしな

がら、 5 カ所に広がりました。

　参加者は、 みんなでつかまえた虫を一望して、

その種類や数の多さに驚きます。 何より、 原っぱ

や森、 公園で、 家族いっしょに虫とりをしたことは、

忘れがたい思い出となります。 地域愛にもつなが

ることと思います。

　

「昆虫大捜査線」尼崎の森から出発
　尼崎の森中央緑地は、 自然環境の創出による環

境共生型のまちづくりをめざす兵庫県のプロジェク

ト 「尼崎 21 世紀の森構想」 の中核施設です。 プ

ロジェクトのアドバイザーを務める赤澤主任研究員

によると、 長い年月をかけて工場跡地に森を再生

するプロセスの中で、 自然環境のモニタリングと子

どもたちの学習を兼ねたプログラムが、 求められて

いました。そこで、いっしょに開発したプログラムが、

尼崎 21 世紀プロジェクト推進室さん （当時）のネー

ミングによる 「昆虫大捜査線」 です。

　2014 年の第一回。 募集定員 300 人に対し、

2,000 人を超える応募がありました。 泣く泣く抽選と

し、 700 人ほどの参加者で実施。 １時間足らずの

虫とりで、約 80 種 900 個体の昆虫が得られました。

　みんながつかまえた虫を一望すれば、 参加者も

主催者も、 その種類や数の多さに （生物多様性を

目の当たりにして） 驚かされます。 青空の下、

家族いっしょに虫とりをしたことや、 採れなくてく

やしかったことも、 忘れがたい思い出となること

でしょう。 小さなエピソードの積み重ねが、 きっ

と地域愛につながっていくのだと思います。

他地域への波及
　「昆虫大捜査線」 方式は、 2015 年、 開催地

の事情に合わせてカスタマイズしながら、 県外も

含めて 5 カ所に広がりました。

　子どもたちがたくさん来てくれる、 参加者が楽

しみながら地域の自然を再発見してくれる、 地

これまでの開催地

2014 年　 「昆虫大捜査線」 尼崎の森中央緑地

2015 年　 「昆虫大捜査線」 尼崎の森中央緑地・丹波並木道中央公園・岩手県立児童館いわて子どもの森 （写真中）

 「大しんかいち昆虫捜査網」 神戸アートビレッジセンター〜湊川公園 （写真右）

 「鶴見緑地昆虫クエスト大作戦」 花博記念公園鶴見緑地 （写真左）

つかまえた虫は、 その場で種ごとに分類、 展示。 　ひ

とはく連携活動グループ 「テネラル」 の高校生、 大学

生が、 ここでも大活躍します。 （丹波並木道中央公園）

チラシ （上 ： デザインは （株） ヘッズ）

参加者の声の例 （下 ： 2015 年尼崎）

域の施設を舞台に親子での楽しい思い出が創

出される、 参加者の満足度が高く主催者や施

設の好印象につながる。 このような特性が、 公

園等の事業展開の中で、 うまく活用いただける

ポイントのようです。 博物館としても、 連携させ

ていただくことで、 単独では対応できない大規

模な野外プログラムを、 実現することができまし

た。 子どもたちの虫とり機会を各地でさらに増や

していけるよう、 今後も努力したいと思います。
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動けない植物のあの手この手の大作戦
　言うまでもありませんが、 植物は動けません。

動けませんが、 良い実を結ぶためには他の花

から花粉をもらう必要があります。 花は基本的

には雄しべと雌しべがそろった両性花ですか

ら、 下手をすると自分の花粉が自分のめしべに

ついてしまい、 近親交配がおこります （正しく

は自家受粉といいます）。 では、 どうすれば自

家受粉をせずに他の花から花粉を貰うことがで

きるのでしょう？

　植物はそのために、 さまざまな性表現を発達

させてきました。 たとえば雄花と雌花にわける、

雌株と雄株のように個体まるごと性をわける方法

もあります。 雄蕊と雌蕊がそろっていても、 雄

蕊と雌蕊が成熟する時期をずらして自家受粉を

防ぐ方法もあります。

　日本のシソ科アキギリ属植物には、 アキノタム

ラソウで雄蕊が先に成熟し雌蕊が遅れて受粉可

能になる雄性先熟が知られてきました。

　わたしたちは最近日本産アキギリ属の系統関

係を明らかにするため、 分子系統解析を行い

ました。 その結果、 ナツノタムラソウとその種内

分類群 （ウスギナツノタムラソウ、 ダンドタムラソ

ウ、 ミヤマタムラソウ） が単系統ではないことが

明らかになりました。 これら４つの種内分類群は

少しずつ分布を異にしていますが、 分布域が

接する場所もあります。 そこでこれら 4 分類群

の性表現と送粉者について調査を行いました。

その結果、 ナツノタムラソウとダンドタムラソウに

両性花をつける両性株と雌花だけをつける雌株

がいることが確認できました。 このような性表現

を雌性両全性異株 （gynodioecy） と呼びます。

日本産アキギリ属の中では、 タジマタムラソウ、

テリハナツノタムラソウでも同じ性表現が知られ

ています。 送粉者については、 トラマルハナ

バチの訪花を４分類群すべてで確認した他、

ハナアブの仲間やコハナバチ、 ツヤハナバチ

の仲間の訪花も確認されました。

　アキギリ属は世界中の温帯に 1000 種余りが知

られる大きな属で、 ごく近縁な種の間でも花の

形や色が少し変化することで送粉者が変わって

種分化を起こしたとされる例が有名ですが、 日

本産アキギリ属についていえば、 分類群によっ

て送粉者が異なることはなさそうです。

それどころか、 ナツノタムラソウはアキノタムラソ

ウとも送粉者を共有し、 両者が接する産地で

は遺伝子交流が起こっているらしいことも、 ごく

最近の調査で明らかになってきました。 またア

キノタムラソウにも雌株と両性花株が存在する

こともわかってきました。 アキギリ属植物には

まだまだいろんな秘密が隠れていそうです。

シソ科アキギリ属の性表現の進化
代表者：高野温子
分担者：西田佐知子（名古屋大）
協力者：坂本彰（高知県）、西村徹・山住一郎（近畿植物同好会）・
財源：新技術開発財団・科研費基盤研究C

植物の多様な性-シソ科アキギリ属の事例から

ナツノタムラソウ（2014/8/6 箱根・三国山）左：両性株　右：雌株

雄蕊がつきでる
葯に花粉がある

雄蕊がつきでない
葯に花粉はない

　ミヤマタムラソウに訪花するトラマルハナバチ

ウスギナツノタムラソウに訪花するコハナバチ類
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ジャワ島パンガンダランのルトンの長期研究

インドネシア・ジャワ島のパンガンダラン自然保護区に住むシルバールト
ンの長期研究
代表者：辻 大和（京都大学霊長類研究所）
分担者：三谷雅純，渡邊邦夫（元京都大学霊長類研究所）
協力者：エリー・メガンタラ（パジャジャラン大学），バンバン・スリョブロ
ト（ボゴール農科大学）
財源：科研費・その他の民間研究費

　インドネシア ・ ジャワ島のパンガンダラン自然

保護区に住むシルバールトンの個体群は、

1976 年以降、 パジャジャラン大学、 ボゴール

農科大学、 人と自然の博物館、 京都大学な

どによって調査されてきました。 この研究のお

かげで、 長期的な個体群動態のようすが明ら

かになりつつあります。 現在は京都大学霊長

類研究所の辻 大和さんを中心に調査とデータ

の整理が進められていて、 パジャジャラン大学

生態学研究所のエリー ・ メガンタラさん、 ボゴ

ール農科大学のバンバン ・ スリョブロトさん、

元京都大学霊長類研究所の渡邊邦雄さんと共

に、 人と自然の博物館 （兵庫県立大学自然・

環境科学研究所） の三谷雅純が共同作業を

しています。

　シルバールトンは甘い果実は食べず、 繊維

質の木の葉や苦い木の実、 種子といったもの

を食べて生きています。 またシルバールトンは

メスたちの集団に１頭のオスが入る集団を作り

ますが、 オスの交替のときには、 ラングールと

いうサルや、 チンパンジーとかゴリラなどの類

人猿で有名な 「子殺し」 を行うことが見つかり

ました。 そのようなシルバールトンですが、 個

体群密度はマホガニーやチークといったプラン

テーションで、 天然林よりもずっと高い密度で

生息することが分かっています。 しかし、 マホ

ガニーやチークなどのプランテーションはジャ

ワ島のあちこちにあるのに、 パンガンダラン自

然保護区だけがきわめて高い個体群密度であ

ることが不思議です。

　今、 この大きな謎に取り組んでいます。
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　2014 年度から当プロジェクトを進めています。

プロジェクトの実施に至った経緯とこれまでの活

動内容は下記のとおりです。

経緯
　当プロジェクトのキーパーソンは奥野善彦弁護

士です。 奥野弁護士は少年時代を福島県棚倉

町で過ごされました。 棚倉町は栃木県と茨城県

の両方に隣接する町で、 江戸時代には棚倉藩

の城下町として栄えました。 2011 年 3 月 11 日

に発生した東北地方太平洋沖地震は棚倉町に

も大きな被害をもたらしました。 棚倉町とその自

然を愛する奥野弁護士は、 被災した町の復興

に尽力することを決意され、 その具体的な活動

として里山の再生 ・活用を企画されました。 し

かし、 奥野弁護士は里山の専門家ではありま

せん。 そこで、 奥野弁護士は旧知の仲である

当館の岩槻邦男名誉館長 （当時は館長） に協

力を求めました。 「人と自然の共生」 を旗印と

する当館は開館以来、 兵庫県内および県外で

様々な地域貢献活動を実施してきました。 里山

の再生 ・活用にも積極的に取り組み、 多くの

成果をあげてきました。 私達は、 これらの活動

で得たノウハウや知見などを棚倉町の復興に役

立てることができるのではないかと考え、 当プロ

ジェクトを実施することにしました。

里山の調査
　里山の再生 ・活用を図るためには、 第一段

階として里山の現状 （特に生物の生息状況）

を把握するための調査を行う必要があります。

私達は 2014 年度から植物の調査を進め、

2015 年度には昆虫の調査も実施しました。 そ

の結果、 棚倉町の里山は多種多様な生物が生

息する大変貴重な場所であり、 活用上の価値・

ポテンシャルも非常に高いことがわかりました。

2016 年度からは、 これらの結果をふまえて里

山の再生 ・活用に向けた具体的なプランづくり

に取り組む方針です。

ひとはくKids キャラバン in たなぐら
まち
　自然に親しんだり、 自然の中で様々な体験を

したりすることは子供達の豊かな感性を養うのに

大変効果的です。 私達は棚倉町の里山を子供

達の自然体験活動に活用することが重要である

と考え、 このような取り組みの例として 2015 年

9 月に「ひとはく Kids キャラバン in たなぐらまち」

を棚倉幼稚園で開催しました。 町にはこの幼稚

園以外に 3つの幼稚園がありますが、 キャラバ

ンにはこれらの幼稚園も参加しました。 参加人

数は年少、 年長あわせて 276 名でした。 4 つ

の体験プログラムと移動博物館車 「ゆめはく」

での展示を行いました。 会場は大変な賑わい

で、子供達のキラキラした表情が印象的でした。

棚倉町里山再生・活用プロジェクト
代表者：石田弘明
分担者：八木　剛、上田萌子、大平和弘、黒田有寿茂
協力者：小舘誓治、古谷  裕、塚本健司、鐵 慎太朗（兵庫県立大学大学院）、
　　　 浅見佳世（株式会社 里と水辺研究所）
財源：一般財団法人 棚倉町活性化協会からの受託研究費

福島県棚倉町の里山の再生・活用に向けて

棚倉幼稚園で開催した「ひとはくKids キャラバン in たなぐらまち」の様子
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兵庫県産のクモ類標本の整理
　兵庫県ではこれまで438種類のクモの記録

が報告されています。但馬地域においては

比較的詳細な記録が報告されているものの、

県内全域におけるクモ相は十分に整理され

ていないのが現状です。人と自然の博物館

では、1989年～1993年にかけて兵庫県内の

主要河川の流域で行われた生物調査の際に

採集されたクモ類の液浸標本を収蔵していま

すが、専門研究員の不在などの理由から十

分に整理されていない状態で保管されてい

ました。これらの未整理標本の中には、兵庫

県内での分布がまだ報告されていない種も

含まれています。兵庫県内におけるクモ相の

解明に向けて、既存標本の整理登録作業を

行うとともに、調査が不十分な地域における

標本の収集を進めています。

兵庫県におけるカコウコモリグモの
生息を初めて確認
　カコウコモリグモは1998年に新種記載され

たコモリグモ科のクモで、これまで8府県での

分布が知られています。河口の塩性湿地とい

う特殊な環境に生息しており、岡山県と大阪

府では準絶滅危惧種に指定されています。

　2015年8月に相生市で行った調査から、河

口のヨシ原において本種のメスが採集され、

兵庫県内での分布が初めて確認されました。

今後も調査を進めることで、新たな生息地の

発見や生態に関する知見が得られることが期

待されます。

展示やセミナーにおける標本の活用
　研究用資料として収蔵される液浸標本とは

別に、プラスチック封入標本および網標本を

ハンズオン展示（ミュージアムボックス）として

活用しています。また、ゲル化剤を用いた液

浸標本の展示技術を試験的に導入し、平成

27年度収蔵資料展「学んで魅せる標本展」で

の展示を行いました。

カコウコモリグモ♀　兵庫県相生市産クモ類液浸標本

ジョロウグモの網標本 プラスチック封入標本

兵庫県産クモ類標本の収集・整理・活用
代表者：高木俊
協力者：三橋弘宗

兵庫県産クモ類標本の収集・整理・活用

ゲル化剤を用いた液浸標本　標本の位置
が瓶中で固定されているのが特徴です。

財源：研究部予算
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セアカゴケグモによる生態系への影響
　セアカゴケグモはオーストラリア原産の毒グ

モで、日本では1995年に大阪で初めて侵入

が確認されました。その後都市部や港湾部を

中心に分布を広げています。これまで主に人

工的な環境で多く見つかっていたことから、生

態系への影響についてほとんど注目されてき

ませんでしたが、海岸砂丘の護岸部における

セアカゴケグモの生息と、海浜性昆虫への捕

食が調査によって明らかになりました。

　また、主な営巣場所として知られていた人

工構造物に加えて、砂浜に侵入した外来植

物アツバキミガヨランに営巣するセアカゴケグ

モも新たに観察されました。砂浜への侵入と

拡大を防ぐ上では、外来植物の駆除も合わ

せて行なうことが効果的と考えられます。

　一連の研究結果は2015年にApplied 

Entomology and Zoology誌に発表したほか、

生態系への影響拡大防止のための情報提

供を、関連自治体に対して行いました。

展示やセミナーを通じた普及啓発
　2014年には博物館周辺でも生息が確認さ

れました。人への咬傷被害を防ぐために、自

治体等からの問い合わせ対応に加え、展示

やセミナーを通じて市民向けの普及啓発活

動を行っています。今後も、WEB上でのリー

フレット配布など周知を進めていく予定です。

セアカゴケグモに捕獲されたオオヒョウタンゴミムシ
オオヒョウタンゴミムシは海浜植物群落が広がる砂丘を主な生息場所としており、生息地の
減少などの理由から、環境省レッドリストにおいて準絶滅危惧種に指定されています。

人工構造物（左）とアツバキミガヨラン（右）での営巣個体 博物館内における展示

セアカゴケグモの生態系への影響解明と被害防止にむけた普及啓発
代表者：高木俊
協力者：土岐和多瑠（京都大学）、吉岡明良（国立環境研究所）

セアカゴケグモの生態系への影響解明と被害
防止にむけた普及啓発

財源：研究部予算、外部資金（民間助成金）
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展示や生涯学習プログラムへの活用

フィールド ・ ノートやスケッチ等の研究

資料も収集保管し， さらにデジタル化し

て保存する作業にも取り組んでいます

プロジェクト名　人博ハチ類コレクション ・ プロジェクト

代表者 ：橋本佳明 （系統）

分担者 ：山内健生 （系統）

協力者 ：山根正気 （鹿児島大） 清水晃 （首都大） 小西和也 （愛媛大） 遠

藤知二 （神戸女学院） 市岡孝朗 （京都大） 福井ハチ研究会　他

　日本のハチ ・ アリの研究は世界のトップレベ

ルにあります。 これは， 常木勝次， 岩田久

二雄， 坂上昭一博士という優れた３人の先覚

者が日本にいたからです。 人博では常木博

士の 600 点近い日本産ハチ類のタイプ標本

（新種が記載されたときに基準とされた標本）

をはじめ， 3 博士のハチ類標本， フィールド

ノート， スケッチ等の研究資料を収蔵保管し

ています。 本プロジェクトでは， これらの貴

重な収蔵標本 ・ 資料を基盤として， 他の研

究者やコレクターからのハチ類標本 ・ 資料の

収集を積極的に進めてきました。 とくに， 今

年度は， 常木博士から指導を受け， ハチ研

究者になられた羽田義任氏の 4 万点に及ぶ

ひとはくのハチ類コレクション・プロジェクト
- 世界に誇れるハチ類コレクションのさらなる充実と活用を目指す

　博物館の規模や特色は収蔵する標本の種類や数でよく語られます。人博のハチ類コレクションは，文字通り世の中に二つとないタイプ標本や研究資料，そ
して日本だけでなくアジア各地の標本からなり，当館を特徴づけるコレクションになっています。本プロジェクトでは，当館のハチ類コレクションのさらなる充実
と活用に取り組んでいます。

ハチ類標本の寄贈をいただきました。 この羽

田コレクションには日本産カリバチ ・ アナバチ

全種のオスとメスの標本が含まれています。

　ハチ ・ アリの仲間は 30 万種に達する最も種

多様性の高い生物群の一つで， その生態も

多彩です。 昆虫としては珍しい巣作りや子育

てをするもの， さらには社会生活をするものま

でいます。 また， 花粉の媒介など生態系維

持でも重要な役割を果たしています。 こうした

ハチ ・ アリ類の特性は， 自然の多様性や重

要性を学ぶのに良い素材となります。 本プロ

ジェクトでは， 収蔵庫の整備や拡張にも取り

組み， 当館のハチ ・ アリ類コレクションの整

理を促進することで， 研究や展示， 生涯学

習プログラム開発へのコレクションの活用も

図って行きます。
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博物館のあるフラワータウンの 77 箇所に

竹筒トラップを２年連続して設置
竹筒と葦を束ねた竹筒トラップ．

ハチ類が誘引され，営巣する．

オオフタオビの営巣移動距離をもとに，フラワータウン内残存林の繋がり

をネットワーク分析した結果．ハチの目で見れば，造成によってタウン内

緑地は周辺の里山環境と辛うじて繫がってはいるが，個々は分断され，営

巣効率の低下をもたらす環境になっていることが分かる .
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-竹筒トラップを用いた管住性ハチ類の多様性生物学研究

　管住性ハチ類は里地の竹垣や藁葺などに使

われる筒を営巣場所として， 里山林を幼虫の

餌や巣材の採集場所とする典型的な里山昆虫

です． 竹筒を束ねたトラップにも巣作りするの

で， トラップに誘引されたハチ類の多様性から

設置地点の里山環境を評価できます． さらに，

幼虫の数なども調べられるので， 繁殖に良好

な里山環境が保全されているのか， 環境の劣

化が進行しているのかを定量的に把握すること

もできます． 竹筒トラップを用いて， 断片化し

た里山林の環境評価や， 断片化が昆虫類多

様性に与える影響を， もう２０年近く研究してい

ます．
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